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第一日   平成二十六年三月十一日          開  議  午前十時  

 

○委員長（小野  稔君）  

  おはようございます。  

  最初に、東日本大震災から本日で三年目となりました。ここに犠牲者のご冥福をお祈りし、謹んで黙禱をささげたいと

思いますので、ご起立お願いいたします。黙禱。  

     〔黙   禱〕  

  黙禱を終わります。ありがとうございました。ご着席お願いします。  

  ただいまの出席委員数は十四名です。定足数に達しておりますので、ただいまから予算特別委員会を開会いたします。  

  当特別委員会に付託されました案件は、議案第二十七号平成二十六年度藤崎町一般会計予算案から議案第三十二号平成

二十六年度藤崎町下水道事業会計予算案までの計六件でございます。  

  議案の説明等のため、理事者及び参与の出席を求めました。  

  本日は一般会計予算案を審査します。  

  二日目は、国民健康保険（事業勘定）特別会計予算案外四件を審査する予定でおります。  

  なお、詳しい審査日程については、お手元に配付しております日程表によりご了承お願いいたします。  

  歳入歳出を一括で審査したいと思います。  

  それでは、議事に入ります。審査日程に従い、議案第二十七号平成二十六年度藤崎町一般会計予算案を議題とします。  

  歳入歳出予算の説明を求めます。企画財政課長。  

○企画財政課長（能登谷英彦君）  

  それでは、議案第二十七号平成二十六年度藤崎町一般会計予算案についてその概要をご説明いたします。  
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  まず、予算書の五ページをお開きください。  

  平成二十六年度一般会計予算案につきましては、その規模が七十八億八千五百万円となったものでございます。これは、

対前年度比八億一千五百万円の増、率にして一一・五％の増となりました。  

  次に、六ページから十ページにつきましては、歳入歳出予算の款項別にまとめた表となってございます。  

  十一ページに移りまして、第二表地方債であります。表の左側から起債の目的、限度額となりますが、住基ネット機器

等 更 新 事 業 か ら 借 換 債 ま で 、 七 つ の 目 的 ご と に 計 上 い た し て お り ま し て 、 合 計 で 十 億 九 千 九 百 万 四 千 円 と な っ て お り ま

す。これは、平成二十五年度当初予算に比べまして三億六千九百万円ほど多くなってございます。  

  次に、十五ページをお開きください。十五ページと十六ページは、歳入歳出予算事項別明細書で、前年度との比較の表

でございます。参考までにごらんいただきたいと思います。  

  それでは、歳入歳出の説明に入りますが、まず、歳出のほうから説明をさせていただきます。  

  ページ数でいきますと、三十九ページとなります。お開きいただきたいと思います。  

  歳出、第一款議会費第一項議会費一目議会費は九千二百六十七万九千円を計上いたしました。この主なものは議員報酬、

職員人件費、あるいは旅費等の事務経費が主なものでございます。  

  それから、四十ページをお開きください。第二款一項の総務管理費一目の一般管理費として四億三千二百四十五万八千

円 を 計 上 い た し ま し た 。 そ の 主 な も の と い た し ま し て は 、 一 節 の 報 酬 四 百 七 万 円 、 二 節 の 給 料 一 億 二 千 四 百 十 万 七 千 円 、

三 節 の 職 員 手 当 等 五 千 五 百 七 十 七 万 九 千 円 、 四 十 一 ペ ー ジ に 移 り ま し て 、 四 節 共 済 費 四 千 三 百 九 十 七 万 七 千 円 の 人 件 費

の ほ か 、 十 節 に は 交 際 費 百 三 十 万 円 、 そ れ か ら 四 十 二 ペ ー ジ を お 開 き く だ さ い 。 十 三 節 の 委 託 料 八 百 四 十 二 万 三 千 円 を

計 上 い た し ま し た 。 内 容 と い た し ま し て は 、 巡 回 バ ス の 業 務 管 理 委 託 料 、 法 制 ソ フ ト 支 援 業 務 委 託 料 が 主 な も の で ご ざ

い ま す 。 ま た 、 十 九 節 の 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 で す が 、 一 億 七 千 九 百 六 十 六 万 四 千 円 を 計 上 い た し ま し た 。 そ の 内 容 と

い た し ま し て は 、 退 職 手 当 組 合 の 負 担 金 一 億 六 千 八 百 七 十 二 万 一 千 円 、 四 十 三 ペ ー ジ に 移 り ま し て 、 空 き 家 等 除 去 促 進
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事業費補助金百万円、町内会運営事務費等交付金四百十九万二千円などが主なものでございます。  

  次に、二目財政管理費は二百十五万八千円、それから四十四ページをお開きください。  

  三目会計管理費は百三十六万九千円を計上いたしました。  

  四目の財産管理費は六千二百九十五万四千円を計上いたしました。その主なものは十二節の役務費、庁舎など公共施設

の 保 険 料 等 一 千 三 万 二 千 円 、 そ れ か ら 十 三 節 の 委 託 料 一 千 九 百 九 十 一 万 二 千 円 は 防 災 行 政 無 線 保 守 業 務 委 託 料 、 そ れ か

ら四十五ページへ移りまして、清掃業務委託料、電気保安業務委託料、庁舎警備業務委託料などでございます。  

  四十六ページをお開きください。五目企画費は二千三百二十三万八千円を計上いたしました。主なものは、市町村元気

事 業 で 実 施 す る 十 八 節 備 品 購 入 費 の テ ー ブ ル 等 購 入 費 六 百 七 十 九 万 九 千 円 、 十 九 節 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 一 千 五 百 一 万

七 千 円 、 内 容 と い た し ま し て は ま つ り 実 行 委 員 会 補 助 金 七 百 万 円 、 ふ じ さ き 地 域 活 性 化 助 成 金 百 五 十 万 円 な ど の ほ か 、

津軽広域連合総務費負担金が主なものでございます。  

  六目交通安全対策費は七百四十三万四千円を計上いたしました。主な内容は、七節賃金は交通整理委員賃金として三百

五 十 五 万 四 千 円 、 四 十 七 ペ ー ジ に 移 り ま し て 、 十 五 節 の 工 事 請 負 費 は 二 百 六 十 万 八 千 円 、 内 容 と い た し ま し て は 道 路 区

画線の工事費、道路標識等の設置工事費でございます。  

  七目公平委員会費は一万円、八目電子計算費は五千七百九十七万三千円を計上いたしました。その主なものは、十三節

委 託 料 五 千 四 百 二 十 四 万 八 千 円 で あ り ま す が 、 そ の 内 容 と い た し ま し て は 、 総 合 行 政 シ ス テ ム 保 守 業 務 委 託 料 、 電 算 シ

ス テ ム ネ ッ ト ワ ー ク 保 守 業 務 委 託 料 、 納 付 書 等 印 刷 製 本 費 業 務 委 託 料 の ほ か 、 四 十 八 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 Ａ Ｄ サ ー バ

更改業務委託料五百四十万円、住基ネット機器更新業務委託料一千五十八万四千円などが主なものでございます。  

  九目の広報編集費は六百七万円、その主なものといたしましては、十一節の需用費四百六十二万六千円は広報の印刷経

費、十八節備品購入費は広報製作用パソコン等購入費百四万九千円などでございます。  

  十目の出張所費は四千十七万九千円でありますが、この内容といたしましては、人件費を含めた事務経費が主なもので
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ございます。  

  それから、四十九ページへ移りまして、十一目駅業務費は一千五百三十五万円を計上いたしました。主なものは、十三

節 の 委 託 料 一 千 二 百 九 十 八 万 六 千 円 、 内 容 と い た し ま し て は 藤 崎 駅 舎 等 清 掃 業 務 委 託 料 、 北 常 盤 駅 管 理 運 営 業 務 委 託 料 、

コミュニティプラザ（ぽっぽら）指定管理料などでございます。  

  次に、五十ページをお開きください。十二目地域の元気臨時交付金事業費でございます。平成二十四年度の国の補正予

算 を 受 け て 実 施 し た 各 事 業 の 地 方 負 担 額 に よ っ て 配 分 さ れ た 地 域 の 元 気 臨 時 交 付 金 を 積 み 立 て し た 基 金 を 活 用 し て 実 施

す る 事 業 を 三 億 五 千 五 十 六 万 四 千 円 計 上 い た し ま し た 。 主 な 内 容 は 、 農 業 者 ト レ ー ニ ン グ セ ン タ ー 改 修 工 事 費 、 ふ れ あ

い ず ー む 館 改 修 工 事 費 並 び に 駐 車 場 融 雪 設 備 整 備 工 事 費 、 常 盤 ふ る さ と 資 料 館 あ す か 改 修 工 事 費 、 小 中 学 校 改 修 工 事 費 、

五 十 一 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 町 営 住 宅 改 修 工 事 費 の ほ か 、 十 八 節 備 品 購 入 費 で は 公 用 車 の 購 入 な ど を 行 う こ と と な っ て

ございます。  

  これによりまして、第一項の総務管理費の総計が九億九千九百七十五万七千円となったものでございます。  

  次に、第二款総務費第二項徴税費になりますが、一目税務総務費八千八百六十九万四千円を計上いたしました。その主

な も の と い た し ま し て は 、 人 件 費 の ほ か 、 五 十 二 ペ ー ジ を お 開 き く だ さ い 。 十 三 節 委 託 料 八 百 九 十 八 万 八 千 円 を 計 上 し

て お り ま す 。 こ の 内 容 と い た し ま し て は 、 固 定 資 産 地 番 図 加 除 修 正 画 地 見 直 し 業 務 委 託 料 、 固 定 資 産 路 線 価 見 直 し 業 務

委 託 料 、 地 方 税 電 子 申 告 支 援 シ ス テ ム 業 務 委 託 料 な ど が 主 な も の で ご ざ い ま す 。 次 に 、 十 九 節 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 で

す が 、 五 百 五 万 八 千 円 を 計 上 い た し ま し た 。 こ の 内 容 と い た し ま し て は 、 五 十 三 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 単 位 納 税 貯 蓄 組

合への補助金が主なものでございます。  

  三項の戸籍住民登録費一目戸籍住民登録費は、五千二百四十二万七千円を計上いたしました。その主なものは人件費の

ほ か 、 五 十 四 ペ ー ジ を お 開 き く だ さ い 。 十 四 節 の 使 用 料 及 び 賃 借 料 百 九 十 五 万 五 千 円 を 計 上 し て お り 、 そ の 主 な 内 容 は

戸籍総合システム・ブックレスソフトウエア使用料などでございます。  
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  それから、五十五ページへ移りまして、四項の選挙費一目の選挙管理費は三十三万七千円、それから三目に県議会議員

選挙費百九十三万八千円を、四目に農業委員選挙費四百五十六万八千円をそれぞれ計上いたしました。  

  五十六ページをお開きください。選挙費の総計が六百八十七万円となったものでございます。  

  五項の統計調査費でありますが、一目の統計調査総務費として三百二十五万九千円を計上いたしました。  

  五十七ページへ移りまして、六項の監査委員費は一目の監査委員費の九十万三千円を計上しております。  

  五十八ページをお開きください。次に、三款民生費一項社会福祉費一目社会福祉総務費ですが、一億三百六十九万七千

円 を 計 上 い た し ま し た 。 そ の 主 な も の は 人 件 費 の ほ か 、 十 三 節 の 委 託 料 一 千 十 七 万 六 千 万 円 、 内 容 と い た し ま し て は 、

ほ の ぼ の 交 流 事 業 委 託 料 、 そ れ か ら 五 十 九 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 福 祉 バ ス の 運 行 業 務 委 託 料 で ご ざ い ま す 。 十 九 節 負 担

金 補 助 及 び 交 付 金 は 六 千 四 百 十 八 万 九 千 円 を 計 上 い た し ま し た 。 そ の 主 な 内 容 は 、 南 黒 地 方 福 祉 事 務 組 合 負 担 金 、 桐 栄

会ケアハウス及び在宅複合施設建設助成金、それから町社会福祉協議会への補助金などでございます。  

  二目国民年金費は六百十四万八千円を計上いたしました。  

  六十ページをお開きください。三目の老人福祉費は一千七百八十三万九千円を計上いたしました。その主なものは八節

報 償 費 百 八 十 七 万 四 千 円 、 内 容 と い た し ま し て は 、 長 寿 祝 金 、 長 寿 顕 彰 式 記 念 品 が 主 な も の で ご ざ い ま す 。 十 九 節 の 負

担 金 補 助 及 び 交 付 金 で す が 、 五 百 四 十 四 万 二 千 円 を 計 上 い た し ま し た 。 主 な も の は 老 人 ク ラ ブ 補 助 金 等 で ご ざ い ま す 。

六十一ページへ移りまして、二十節扶助費九百万円、これは老人措置費として計上しております。  

  次に、四目の障害者福祉費として三億四百四十万九千円を計上いたしました。その主なものは十三節委託料六百十四万

四 千 円 で 、 地 域 生 活 支 援 事 業 委 託 料 な ど 、 そ れ か ら 二 十 節 扶 助 費 二 億 九 千 五 百 六 十 万 円 、 そ の 主 な も の は 、 介 護 訓 練 等

給付費で二億六千四百三十一万六千円などとなってございます。  

  六十二ページをお開きください。五目老人福祉センター費は二億六十九万八千円を計上いたしました。これは老人福祉

セ ン タ ー 指 定 管 理 料 一 千 百 九 十 四 万 五 千 円 の ほ か 、 藤 崎 老 人 福 祉 セ ン タ ー 改 修 工 事 に 伴 う 設 計 監 理 委 託 料 及 び 工 事 費 な
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どでございます。  

  七目重度心身障害者福祉費は二千二百六万円を計上いたしました。その主なものは二十節扶助費二千百五十三万円、内

容といたしましては、重度心身障害者医療費給付費でございます。  

  六十三ページへ移りまして、八目国民健康保険整備費として一億七千七十八万五千円を計上いたしました。これは国民

健康保険特別会計への繰出金として計上したものでございます。  

  九目介護保険整備費は二億六千百四十六万四千円、これも同じく介護保険特別会計への繰出金でございます。  

  十目後期高齢者医療整備費は二億三千五百八万七千円、これも同じく後期高齢者医療特別会計への繰出金でございます。  

  十一目は臨時福祉給付事業費七千百五十万円で、臨時福祉給付費六千五百万円のほか、システム改修業務委託料や事務

経費などを計上しております。  

  そこで、一項の社会福祉費総計ですが、十三億九千三百七十万円となったものでございます。  

  六十四ページをお開きください。二項児童福祉費一目児童福祉総務費は五千百九十四万五千円を計上いたしました。そ

の 主 な も の は 人 件 費 の ほ か 、 七 節 賃 金 一 千 二 百 九 十 九 万 三 千 円 、 十 三 節 委 託 料 三 百 二 十 九 万 五 千 円 、 主 な 内 容 は 子 ど

も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 策 定 業 務 委 託 料 、 六 十 五 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 十 九 節 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 一 千 百 八 十 三 万 三

千円、内容といたしましては保育士等処遇改善臨時特例補助金などでございます。  

  二目の児童措置費として七億七千百六十四万六千円を計上いたしました。この主なものは十三節委託料五千六百二十六

万 一 千 円 、 町 内 各 保 育 所 の 保 育 事 業 委 託 料 、 そ れ か ら 二 十 節 扶 助 費 七 億 一 千 五 百 三 十 四 万 九 千 円 、 こ の 扶 助 費 の 主 な も

のは、保育所運営費として四億九千四百六十五万四千円、児童手当二億二千六十三万五千円を計上いたしております。  

  三目ひとり親家庭等福祉費は一千三十一万一千円、主なものは二十節扶助費一千二万八千円、内容といたしましては、

ひとり親家庭等医療費給付費でございます。  

  六十六ページをお開きください。四目子育て世帯臨時特例給付事業費は一千五百九十九万円を計上いたしました。内容
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は、子育て世帯臨時特例給付金一千五百万円と事務経費でございます。  

  これにより、二項の児童福祉費の総計として八億四千九百八十九万二千円を計上したものでございます。  

  四款衛生費一項保健衛生費一目保健衛生総務費は五千百九十五万三千円を計上いたしました。その主なものは、人件費

の ほ か 、 六 十 七 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 十 三 節 委 託 料 と し て 一 千 四 十 万 三 千 万 円 、 内 容 と い た し ま し て は 妊 婦 健 診 業 務 、

乳 児 健 診 業 務 の 委 託 料 で ご ざ い ま す 。 十 九 節 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 七 百 五 十 五 万 二 千 円 、 こ の 主 な も の は 六 十 八 ペ ー ジ

を お 開 き く だ さ い 。 弘 前 市 二 次 救 急 輪 番 制 病 院 運 営 者 負 担 金 、 そ れ か ら 弘 前 大 学 医 学 部 附 属 病 院 高 度 救 命 救 急 セ ン タ ー

運営費補助金等が主なものでございます。  

  二目保健施設費として四千七百十五万六千円を計上いたしました。  

  次に、六十九ページへ移りまして、三目の予防費として一億五百七十六万九千円を計上しております。その主なものは、

七 十 ペ ー ジ を お 開 き く だ さ い 。 十 三 節 委 託 料 一 千 三 十 七 万 九 千 円 を 計 上 い た し ま し た 。 そ の 内 容 は 、 子 宮 が ん 、 乳 が ん

検診委託料のほか、予防接種業務委託料、医療個別健診委託料などが主なものでございます。  

  五目乳幼児及び子ども医療費給付費として三千七百十一万六千円を計上いたしました。その主なものは、七十一ページ

へ 移 り ま し て 、 二 十 節 扶 助 費 三 千 五 百 五 十 二 万 八 千 円 を 計 上 し 、 医 療 費 助 成 の 対 象 を 中 学 校 終 了 ま で 拡 充 し て お り ま す 。  

  六目水道事業費は一千七十九万一千円、内容といたしましては、水道事業会計への補助金及び出資金となってございま

す。  

  七目は斎場管理費ですが、八百十八万九千円を計上し、その主なものは十一節需用費の燃料費のほか、十三節の委託料

四百七十万九千円で、火葬業務委託料などでございます。  

  八目の環境衛生費として百八十六万四千円を計上しております。  

  七十二ページをお開きください。九目がん検診推進事業費として四百十七万六千円を計上いたしました。  

  十目療養医療費給付費は六十三万二千円を計上いたしました。  
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  この結果、一項の保健衛生費の総計といたしまして二億六千七百九十八万五千円となったものでございます。  

  次に、二項清掃費一目清掃総務費として二億三百八十二万二千円を計上いたしました。その主なものは人件費のほか、

七 十 三 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 十 三 節 委 託 料 三 千 四 百 二 万 二 千 円 を 計 上 い た し ま し た 。 そ の 内 容 は 、 ご み 収 集 運 搬 業 務 委

託 料 な ど が 主 な も の で ご ざ い ま す 。 十 九 節 の 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 は 一 億 五 千 四 百 七 十 七 万 三 千 円 を 計 上 い た し ま し た 。

内 容 と い た し ま し て は 、 弘 前 地 区 環 境 整 備 事 務 組 合 負 担 金 九 千 二 百 九 十 二 万 一 千 円 、 そ れ か ら 黒 石 地 区 清 掃 施 設 組 合 負

担金五千三百六十八万八千円、汚水処理施設共同整備事業負担金八百十一万四千円が主なものでございます。  

  次に、七十四ページをお開きください。第六款農林水産業費であります。第一項農業費一目農業委員会費として三千百

三 十 八 万 一 千 円 を 計 上 い た し て お り ま す 。 主 な 内 容 と い た し ま し て は 、 人 件 費 の ほ か 、 農 業 委 員 会 の 運 営 経 費 で ご ざ い

ます。  

  二目の農業総務費です。六千七百三十六万二千円を計上いたしました。主な内容は人件費のほか、負担金補助及び交付

金などでございます。  

  七十六ページをお開きください。三目の農業振興費は八千五百九十八万四千円を計上いたしました。その主なものは、

七 十 七 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 十 三 節 委 託 料 の 農 産 物 拠 点 づ く り 基 本 構 想 策 定 の た め の 委 託 料 五 百 二 十 九 万 二 千 円 、 十 九

節 の 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 七 千 六 百 八 十 九 万 三 千 円 、 内 容 と い た し ま し て は 経 営 体 育 成 支 援 事 業 費 補 助 金 、 り ん ご 共 済

制 度 加 入 促 進 事 業 費 補 助 金 、 七 十 八 ペ ー ジ を お 開 き く だ さ い 。 に ん に く 優 良 品 種 導 入 事 業 費 補 助 金 、 り ん ご 減 農 薬 栽 培

推 進 事 業 費 補 助 金 、 災 害 対 策 支 援 資 金 利 子 助 成 金 、 七 十 九 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 り ん ご 共 同 防 除 組 織 体 制 強 化 事 業 費 補

助金、担い手確保・農地集積事業費補助金などでございます。  

  次に、五目の農地費には七千五百十八万六千円を計上しております。この主なものは、十五節工事請負費九百二十七万

八 千 円 、 こ れ は 農 業 基 盤 整 備 促 進 事 業 費 の ほ か 、 水 路 等 の 工 事 費 で ご ざ い ま す 。 八 十 ペ ー ジ を お 開 き く だ さ い 。 十 九 節

の 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 は 六 千 二 百 五 十 九 万 三 千 円 を 計 上 し て お り ま す 。 そ の 主 な 内 容 は 、 国 営 浅 瀬 石 川 土 地 改 良 事 業
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費 負 担 金 、 福 島 徳 下 地 区 ほ 場 整 備 事 業 負 担 金 、 福 舘 地 区 ほ 場 整 備 事 業 負 担 金 、 そ れ か ら 農 地 ・ 水 保 全 管 理 支 払 交 付 金 な

どでございます。  

  六目の農業集落排水事業費は一億九千七十二万五千円を計上しております。これは、藤崎町下水道事業会計の農業集落

排水事業に対する負担金、補助金、八十一ページへ移りまして、出資金でございます。  

  七目の水田営農対策費として七百七十四万八千円を計上いたしました。主なものは、十九節負担金補助及び交付金七百

三 十 二 万 九 千 円 、 主 な も の は 水 田 農 業 航 空 防 除 事 業 費 補 助 金 、 経 営 所 得 安 定 対 策 直 接 支 払 推 進 事 業 費 補 助 金 な ど で ご ざ

います。  

  そこで、一項の農業費の総計で、四億五千八百四十七万九千円となったものでございます。  

  七款商工費一項商工費一目商工総務費として五十四万七千円。  

  八十二ページをお開きください。二目の商工振興費として一千二百九十万三千円を計上いたしました。この主なものは、

十 九 節 の 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 と し て 一 千 二 百 三 十 七 万 三 千 円 、 内 容 と い た し ま し て は 町 商 工 会 補 助 金 、 町 特 産 品 首 都

圏等ＰＲ事業補助金、プレミアム付商品券発行補助金などが主なものでございます。  

  それから、三目観光費には一千五百十五万七千円を計上いたしました。この主なものは十三節委託料、町観光コンテン

ツ 整 備 業 務 委 託 料 、 イ ベ ン ト 関 連 業 務 委 託 料 の ほ か 、 八 十 三 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 十 五 節 工 事 請 負 費 三 百 二 十 五 万 円 、

内訳は観光サイン整備工事費でございます。  

  これにより、一項の商工費の総計が二千八百六十万七千円となったものでございます。  

  次に、八款土木費一項土木管理費一目土木総務費は七千七百四十九万四千円を計上しております。主なものは人件費で

ございます。  

  次に、八十四ページをお開きください。二項の道路橋梁費ですが、一目道路維持費として三千二百五十六万円を計上い

た し ま し た 。 そ の 主 な も の と し て 、 八 十 五 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 十 三 節 の 委 託 料 四 百 九 十 五 万 円 、 内 容 と い た し ま し て
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は 、 消 融 雪 溝 止 水 板 設 置 等 業 務 委 託 料 、 消 融 雪 溝 清 掃 業 務 委 託 料 が 主 な も の で ご ざ い ま す 。 そ れ か ら 、 十 五 節 工 事 請 負

費 と し て 一 千 四 百 七 十 八 万 一 千 円 を 計 上 し て お り ま す 。 主 な 内 容 と い た し ま し て は 防 雪 柵 設 置 等 工 事 費 、 町 道 等 整 備 費

でございます。  

  次に、八十六ページをお開きください。二目の道路新設改良費として一億五千八百八十七万五千円を計上しております。

そ の 主 な も の は 人 件 費 の ほ か 、 八 十 七 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 十 五 節 工 事 請 負 費 一 億 二 百 五 十 五 万 円 を 計 上 し て お り ま す 。

その主な内容は、社会資本総合整備交付金による町道等整備費でございます。  

  三目の除雪事業費は七千九十一万五千円を計上しております。内訳といたしましては、十三節の委託料四千九百九万五

千 円 で 、 除 雪 業 務 委 託 料 、 十 四 節 使 用 料 及 び 賃 借 料 二 百 四 十 五 万 八 千 円 で 除 排 雪 車 輌 借 上 料 、 十 八 節 備 品 購 入 費 で は 小

型ロータリ購入費八百七十万円が主なものでございます。  

  そこで、二項の道路橋梁費の総額は二億六千二百三十五万円となったものでございます。  

  次に、八十八ページをお開きください。三項の都市計画費二目下水道事業費一億七千五百三十八万五千円、これは下水

道事業会計への負担金、補助金及び出資金でございます。  

  そこで、三項の都市計画費の総計は一億七千八百七十九万二千円となったものでございます。  

  第四項住宅費一目住宅管理費として二億二千八百五十六万九千円を計上いたしました。その主なものは、八十九ページ

へ 移 り ま し て 、 十 三 節 委 託 料 一 千 五 十 四 万 九 千 円 、 主 な 内 容 は 町 営 住 宅 建 築 工 事 監 理 業 務 委 託 料 九 百 十 五 万 六 千 円 な ど 、

十 五 節 の 工 事 請 負 費 二 億 八 百 十 二 万 八 千 円 、 こ れ は 町 営 住 宅 建 築 工 事 費 、 町 営 住 宅 外 構 工 事 費 、 町 営 住 宅 解 体 工 事 費 な

どでございます。  

  次に、九十ページをお開きください。第九款消防費第一項消防費一目常備消防費でございます。十九節負担金補助及び

交付金、弘前地区消防事務組合への負担金二億三百七十万七千円を計上いたしております。  

  二目非常備消防費として三千七百二十九万四千円を計上しております。主な内容といたしましては、消防団員報酬のほ
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か、費用弁償、県市町村総合事務組合負担金などでございます。  

  次に、九十一ページへ移りまして、三目の消防施設費として二億四千七百七十五万九千円を計上いたしました。その主

な も の は 十 三 節 委 託 料 が 、 北 分 署 新 築 監 理 業 務 委 託 料 四 百 三 十 七 万 八 千 円 、 十 五 節 工 事 請 負 費 が 二 億 四 千 二 百 八 十 三 万

三千円で、北分署新築工事などでございます。  

  四目防災対策費は百八万二千円を計上いたしました。  

  そこで、一項の消防費の総計が四億八千九百八十四万二千円となったものでございます。  

  次に、第十款教育費一項教育総務費一目の教育委員会費として九十三万七千円を計上いたしました。  

  九十二ページをお開きください。二目の事務局費は一億五千二百十四万六千円を計上いたしました。その主な内容は人

件 費 の ほ か 、 九 十 三 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 十 三 節 の 委 託 料 三 千 百 九 十 七 万 一 千 円 、 そ の 主 な も の は Ｐ Ｃ Ｂ 廃 棄 物 処 理 業

務 委 託 料 、 九 十 四 ペ ー ジ を お 開 き く だ さ い 。 避 難 施 設 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 等 導 入 事 業 設 計 業 務 委 託 料 、 Ｊ Ｆ Ａ こ こ ろ の

プ ロ ジ ェ ク ト 実 施 業 務 委 託 料 、 ス ク ー ル バ ス 運 行 業 務 委 託 料 、 そ れ か ら 十 九 節 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 と し て 九 百 九 十 五

万 四 千 円 を 計 上 し て お り ま す 。 そ の 主 な も の は 、 小 中 学 校 記 念 式 典 事 業 費 補 助 金 、 九 十 五 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 私 立 幼

稚 園 に 関 す る 補 助 金 、 各 小 中 学 校 の 各 種 大 会 へ の 出 場 経 費 補 助 金 、 小 学 校 、 中 学 校 の 修 学 旅 行 に 対 す る 補 助 金 な ど で ご

ざ い ま す 。 そ れ か ら 、 二 十 節 扶 助 費 と し て 二 千 百 七 十 二 万 九 千 円 を 計 上 い た し ま し た 。 内 容 は 、 要 保 護 及 び 準 要 保 護 児

童生徒就学援助費などでございます。  

  次に、三目給食センター費は一億八千三百二十九万円を計上しております。この主なものは人件費のほか、九十六ペー

ジ を お 開 き く だ さ い 。 十 一 節 の 需 用 費 は 一 億 四 百 六 十 五 万 七 千 円 を 計 上 い た し ま し た 。 内 訳 は 燃 料 費 九 百 万 円 、 光 熱 水

費 一 千 八 十 九 万 七 千 円 、 賄 材 料 費 八 千 六 十 四 万 円 な ど で ご ざ い ま す 。 十 三 節 の 委 託 料 は 一 千 三 百 二 十 五 万 九 千 円 、 そ の

内容といたしましては、学校給食配送業務委託料などでございます。  

  九十七ページへ移りまして、十八節備品購入費五百万円、これは配ぜん用の食器等を更新するものでございます。  
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  そこで、一項の教育総務費の総計が三億三千六百三十七万三千円となったものでございます。  

  二項小学校費一目藤崎小学校費二千四百十八万九千円。  

  それから、九十八、九十九ページの二目藤崎中央小学校費二千七百八十二万円。  

  それから、百ページ、百一ページの三目の常盤小学校費二千十八万千円。  

  それから百二ページをお開きください。四目常盤小学校建設費は一千百八十七万四千を計上いたしました。建設支弁人

件費のほか、十八節備品購入費としてプール用備品三百万円を計上いたしました。  

  百三ページへ移りまして、二項の小学校費の総計ですが、八千四百六万四千円となったものでございます。  

  次に、第三項中学校費一目藤崎中学校費ですが三千四百三十六万六千円。  

  百四ページ、百五ページへ移りまして、二目の明徳中学校費一千九百九万六千円を計上しております。  

  そこで、百六ページになりますけれども、三項の中学校費の総計が五千三百四十六万二千円となったものでございます。  

  次に、四項社会教育費一目社会教育総務費は一億四千四百七十万五千円を計上しております。この主なものは人件費の

ほ か 、 百 八 ペ ー ジ を お 開 き く だ さ い 。 十 三 節 の 委 託 料 六 千 九 百 三 万 六 千 円 、 主 な 内 容 は 藤 崎 町 文 化 セ ン タ ー 等 指 定 管 理

料六千七百五十二万円などでございます。  

  次に、百九ページへ移りまして、二目の公民館費として四百一万五千円、三目の図書館費四百六万九千円を計上してお

ります。  

  百十ページをお開きください。四目の保健体育費には、三千三百八万五千円を計上いたしました。その主なものは十三

節 の 委 託 料 二 千 百 三 十 五 万 三 千 円 で 、 そ の 内 容 と い た し ま し て は 、 ス ポ ー ツ プ ラ ザ 藤 崎 等 指 定 管 理 料 な ど で ご ざ い ま す 。

百 十 一 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 十 九 節 の 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 と し て 八 百 三 十 九 万 一 千 円 を 計 上 い た し ま し た 。 内 容 と い

た し ま し て は 、 町 民 運 動 会 実 行 委 員 会 補 助 金 の ほ か 、 町 体 育 協 会 補 助 金 、 県 民 駅 伝 競 走 大 会 町 実 行 委 員 会 補 助 金 、 県 民

体育大会町実行委員会補助金などが主なものでございます。  
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  五目文化センター管理運営費ですが、一千三百八十二万八千円を計上いたしました。  

  百十二ページをお開きください。六目ふれあいずーむ館の管理運営費は四百万九千円を計上いたしました。  

  次に、七目常盤生涯学習文化会館管理運営費として七百三十八万九千円を計上いたしました。  

  百十三ページに移りまして、八目常盤ふるさと資料館管理運営費は二百四万六千円を計上いたしました。  

  そこで、四項の社会教育費の総額といたしまして、二億一千三百十四万六千円となったものでございます。  

  次に、十一款災害復旧費一項農林水産業施設災害復旧費として四千円を名目計上しております。  

  百十四ページをお開きください。十二款公債費第一項公債費一目の元金は、十三億三千四百五十七万三千円と、昨年よ

り 大 幅 に 増 額 と な っ て ご ざ い ま す 。 こ れ は 、 平 成 十 五 年 度 、 十 六 年 度 に 借 り 入 れ を し た 縁 故 資 金 を 借 り か え す る た め に

増額となったものでございます。  

  二目の利息は一億六千九百十五万一千円を計上しております。  

  百十五ページへ移りまして、公債費の元金、利子の総計は十五億三百七十二万四千円となってございます。  

  十三款予備費第一項予備費として、一千万円を計上いたしました。  

  以上が歳出の概要となってございます。  

  次に、歳入の説明に移りたいと思います。  

  十九ページへお戻りいただきたいと思います。  

  歳入、第一款町税第一項町民税として四億五千四百十三万一千円を計上いたしました。  

  二項固定資産税として四億五千二十三万五千円を計上いたしました。  

  三項の軽自動車税は三千八百四十一万三千円を計上しております。  

  二十ページをお開きください。四項町たばこ税として一億二千四百十七万六千円を計上いたしました。これは、税率改

正に伴い増額となったものでございます。  
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  二款地方譲与税一項自動車重量譲与税といたしまして四千九百九十万円を計上しております。  

  それから、二項の地方揮発油譲与税ですが二千五十万円を計上しております。  

  三款利子割交付金第一項利子割交付金は百七十九万三千円を計上しております。  

  それから、二十一ページへ移りまして、六款地方消費税交付金一項地方消費税交付金ですが、二億三千百二十万円を計

上いたしました。これは、四月からの税率改正に伴い増額するものでございます。  

  次に、七款自動車取得税交付金一項自動車取得税交付金は、二千二百万円を計上しております。  

  それから、二十二ページをお開きください。八款地方特例交付金一項地方特例交付金として六百四十万円を計上いたし

ました。内容は、減収補てん特例交付金でございます。  

  第九款の地方交付税は三十三億四千七百万円を計上いたしました。内容といたしましては、普通交付税が三十一億六千

二百万円、特別交付税として一億八千五百万円を計上しております。  

  第十款交通安全対策特別交付金一項交通安全対策特別交付金として二百五十万円を計上しております。  

  それから、十一款分担金及び負担金第一項負担金一目民生費負担金として九千四百三十一万六千円を計上しております。

そ の 主 な も の と し て 、 一 節 の 児 童 福 祉 費 負 担 金 と し て 九 千 二 百 七 万 円 、 二 十 三 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 二 目 の 教 育 費 負 担

金として八千五十八万円を計上しております。この主なものは、小学校、中学校の給食費負担金でございます。  

  そこで、一項の負担金の総計は一億七千四百八十九万六千円となったものでございます。  

  第十二款使用料及び手数料ですが、一項使用料一目衛生使用料が四百二十二万五千円、二目土木使用料が四千二十万三

千円、二十四ページへ移りまして、第一項使用料の総計が四千五百二十五万三千円となったものでございます。  

  次に、二項の手数料ですが、総務手数料七百五十八万四千円、二目衛生手数料として四十六万四千円などとなっており

まして、二十五ページへ移りまして、二項の手数料の総計は八百五十二万五千円となったものでございます。  

  次に、十三款国庫支出金一項国庫負担金一目民生費国庫負担金として四億八千七百九十六万八千円を計上しております。
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そ の 主 な も の は 、 一 節 障 害 者 福 祉 費 負 担 金 一 億 四 千 五 百 六 十 万 七 千 円 、 二 節 の 国 民 健 康 保 険 整 備 費 負 担 金 六 百 三 十 四 万

五 千 円 、 三 節 の 児 童 福 祉 費 負 担 金 と し て 一 億 八 千 二 百 八 十 七 万 一 千 円 、 四 節 の 児 童 手 当 負 担 金 と し て 一 億 五 千 三 百 十 四

万五千円を計上いたしました。  

  一項の国庫負担金の合計は四億八千八百二十八万二千円となったものでございます。  

  二十六ページをお開きください。次に、二項国庫補助金でありますが、一目民生費国庫補助金は九千二百八十三万六千

円 、 こ れ は 臨 時 福 祉 給 付 事 業 費 補 助 金 及 び 子 育 て 世 帯 臨 時 特 例 給 付 事 業 費 補 助 金 を 計 上 し た こ と に よ り 大 幅 に 増 額 と な

ったものでございます。  

  四目の土木費国庫補助金は二億二千百四十六万八千円、これは社会資本総合整備交付金を計上したものでございます。  

  そこで、二項の国庫補助金の総額が三億二千五百八十六万六千円となったものでございます。  

  それから、三項委託金二目民生費委託金として五百七十二万二千円、二十七ページへ移りまして、総計が五百八十八万

四千円となったものでございます。  

  次に、十四款県支出金一項県負担金一目民生費県負担金として二億七千七百七十八万三千円、その主なものは、二節障

害 者 福 祉 費 負 担 金 七 千 二 百 八 十 万 二 千 円 、 三 節 国 民 健 康 保 険 整 備 費 負 担 金 四 千 六 百 五 十 四 万 五 千 円 、 四 節 後 期 高 齢 者 医

療 整 備 費 負 担 金 三 千 七 百 九 十 四 万 二 千 円 、 五 節 児 童 福 祉 費 負 担 金 と し て 八 千 四 百 八 十 三 万 三 千 円 、 そ れ か ら 六 節 児 童 手

当費負担金として三千三百七十四万五千円を計上しております。  

  二十八ページをお開きください。二項県補助金二目民生費県補助金として六千三百七万四千円、三目衛生費県補助金と

して一千八百六十八万四千円、四目農林水産業費県補助金として六千八百五十三万円を計上いたしました。  

  そこで、二十九ページへ移りまして、二項県補助金の総計が一億五千九百三十六万三千円となったものでございます。  

  三項委託金一目総務費委託金として二千五百七十一万一千円を計上いたしました。主な内容は、徴税費委託金一千九百

二十五万七千円、統計調査費委託金が三百二十四万三千円などとなってございます。  
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  三十ページをお開きください。次に、十五款財産収入一項財産運用収入一目財産貸付収入として二百三十八万一千円、

これは土地の賃貸料が主なものでございます。  

  それから、二目利子及び配当金として五百三万五千円を計上しております。  

  一項の財産運用収入の合計は七百四十一万七千円となったものでございます。  

  それから、三十一ページへ移りまして、二項財産売払収入、それから十六款の寄附金、十七款繰入金のうちの特別会計

繰入金は名目計上でございます。  

  三十二ページをお開きください。十七款繰入金二項基金繰入金は三億九千五百万円で、その内訳は公共施設等整備基金

繰入金三千万円、地域の元気臨時交付金基金繰入金三億四千八百万円、減債基金繰入金が一千七百万円でございます。  

  十八款繰越金として、二十五年の決算見込み額二千万円を計上しております。  

  三十三ページへ移りまして、十九款諸収入三項貸付金元利収入ですが、一目地域総合整備資金貸付金元利収入は六千百

五十六万八千円、二目の多重債務者対策貸付金元利収入三十万円を計上しております。  

  四項の受託事業収入ですが、一目の農林水産業費受託事業収入として四十万六千円、特定健康診査等受託事業収入は三

百八十三万円、受託事業収入の総計が四百二十三万六千円となったものでございます。  

  次に、五項の雑入でございます。三目雑入としては三千七百十四万五千円を計上しております。その主なものは、一節

の 競 輪 交 付 金 が 一 千 八 百 七 十 四 万 九 千 円 、 そ れ か ら 三 十 四 ペ ー ジ を お 開 き く だ さ い 。 三 節 の 雑 入 と し て は 一 千 八 百 十 三

万 八 千 円 ほ ど ご ざ い ま す 。 そ の 主 な も の は 市 町 村 振 興 自 治 宝 く じ 交 付 金 、 心 身 障 害 者 高 額 療 養 費 国 保 加 入 者 分 、 町 村 の

魅力発信事業助成金、市町村地域振興力向上対策支援事業費助成金などが主なものでございます。  

  これにより、雑入の総額が三千七百四十一万八千円となったものでございます。  

  二十款町債一項町債は、それぞれの事業目的に対応して、一目総務債として一千五百万円、二目民生債一億七千八百十

万 円 、 三 目 衛 生 債 七 百 三 十 万 円 、 四 目 農 林 水 産 業 債 一 千 四 百 八 十 万 四 千 円 、 五 目 土 木 債 一 億 五 千 二 百 七 十 万 円 、 六 目 消
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防 債 二 億 三 千 四 百 八 十 万 円 、 七 目 教 育 債 二 千 百 三 十 三 万 二 千 円 、 三 十 五 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 八 目 臨 時 財 政 対 策 債 四 億

七千四百九十四万八千円として、合計で町債の総額が十億九千九百万四千円となったものでございます。  

  以上が歳入の内容でございます。よって、平成二十六年度の一般会計予算規模は七十八億八千五百万円となったもので

ございます。  

  以上でございます。  

○委員長（小野  稔君）  

  歳入歳出予算の説明が終わりましたので、質疑を行いますが、質疑者はページ数を読み上げてから質疑を行ってくださ

い。  

  これから、歳入歳出全般について質疑を行います。浅利委員。  

○浅利直志委員  

  歳入のところですけれども、ページ数でいきますと、十九ページでございます。町税についてです。  

  今年度は四億四百五十九万円ほど計上されておるんですけれども、法人のほうは五百四十万円ほど下がっているという

こ と な ん で す け れ ど も 、 個 人 の 住 民 税 は 一 千 八 十 三 万 円 で す か 、 増 加 し て い る と い う 、 そ の 要 因 は ど の 辺 に あ る ん で し

ょ う か 。 所 得 が ふ え て い る と い う こ と な ん で し ょ う か 。 そ れ と も パ ー ト も 含 め て 働 く 人 が ふ え て い る と い う こ と な ん で

しょうか。その辺お聞きいたします。  

○委員長（小野  稔君）  

  税務課長。  

○税務課長（横山精逸君）  

  町民税のふえた理由でございますけれども、まずは給与所得者の所得がふえております。前年対比では給与所得者の額

は 六 百 四 十 六 万 円 、 二 ・ 二 ％ の 増 と な っ て お り ま す 。 あ と の 営 業 、 農 業 、 そ の 他 の 所 得 者 に つ い て は 平 年 並 み で 予 算 計
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上したものでございます。  

  以上でございます。  

○委員長（小野  稔君）  

  ほかに質疑ありませんか。浅利君。  

○浅利直志委員  

  納める人がふえているというふうなことでもあろうかと思いますけれども、そこで、藤崎町の場合、私のこれまで聞い

て き た 話 で す と 、 課 税 ベ ー ス と い い ま す か 、 い わ ゆ る 基 礎 控 除 、 そ れ か ら 扶 養 控 除 な ど 、 社 会 保 険 料 控 除 で す ね 、 そ う

い う 扶 養 控 除 を 差 し 引 い た 課 税 ベ ー ス と い い ま す か 、 課 税 標 準 ベ ー ス で い き ま す と 、 例 え ば 十 万 円 以 下 の 人 が 何 人 ぐ ら

い 、 あ る い は 十 万 円 か ら 百 万 円 ま で の 人 は 何 人 ほ ど あ る の か と い う 、 課 税 標 準 ベ ー ス で い き ま す と 、 課 税 標 準 ベ ー ス の

段 階 の 実 態 と い う の は 一 体 ど う い う ふ う に な っ て い ら っ し ゃ る も の な ん で し ょ う か 。 十 万 円 以 下 、 そ れ か ら 十 万 円 か ら

百 万 円 、 百 万 円 か ら 二 百 万 円 、 こ の 三 段 階 に つ い て ど う い う 内 訳 に な っ て い ら っ し ゃ る の か 、 全 体 の 中 で ど う い う ふ う

な 内 訳 に な っ て い ら っ し ゃ る の か 、 昨 年 度 ベ ー ス で も よ ろ し い の で 、 参 考 に な る も の が あ り ま し た ら お 示 し 願 い た い と

思います。  

○委員長（小野  稔君）  

  税務課長。  

○税務課長（横山精逸君）  

  課税標準額のベースでいいますと、十万円以下の納税義務者が三百三十三人おります。それから、十万円を超えて百万

円 以 下 の 方 が 二 千 七 百 七 人 、 百 万 円 を 超 え て 二 百 万 円 以 下 の 方 が 千 三 百 五 十 八 人 お り ま す 。 大 体 こ の 二 百 万 以 下 の 標 準

額 で は 、 全 体 で 五 千 三 百 四 十 四 人 の 所 得 割 の 納 税 義 務 者 が お り ま す が 、 二 百 万 円 以 下 で 大 体 八 二 ・ 三 ％ を 占 め て お り ま

す。  
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  以上でございます。  

○委員長（小野  稔君）  

  ほかに質疑ありませんか。浅利君。  

○浅利直志委員  

  課税標準ベースですから、所得は三百万円あっても課税標準は二百万だという場合も扶養家族だとかあればそういうふ

う に な り 得 る わ け で す け れ ど も 、 課 税 標 準 ベ ー ス で い き ま す と 二 百 万 円 ま で で 八 割 方 が 二 百 万 以 内 の 課 税 所 得 で あ る と

いうような実態だろうと思います。  

  そこでお聞きいたしますが、それに所得ベースとそれに基づいて個人の町民税が課税されておるわけですけれども、所

得税の納税義務がないとかいう非課税の人というのはどれぐらいいらっしゃるものなんでしょうか。  

○委員長（小野  稔君）  

  税務課長。  

○税務課長（横山精逸君）  

  先ほど申し上げました所得割の納税義務者の五千三百四十四人のうち、所得税の納税義務者のある方が四千六百六十五

人、なしの方が六百七十九名でございます。  

  以上でございます。  

○委員長（小野  稔君）  

  ほかにありませんか。鶴賀谷君。  

○鶴賀谷  貴委員  

  ページ数でいくと、四十六ページでございます。十八節備品購入費の六百七十九万九千円、テーブル等購入費、これら

の購入予定の品目と、それから購入目的をお尋ねいたします。  
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○委員長（小野  稔君）  

  企画財政課長。  

○企画財政課長（能登谷英彦君）  

  お答えします。  

  このテーブル、椅子購入、備品ですけれども、災害時避難施設機能拡張事業ということで、県で行っている事業にのる

わ け で ご ざ い ま し て 、 平 成 二 十 五 年 度 は テ ン ト を 購 入 し ま し た 。 来 年 は テ ー ブ ル と 椅 子 を 購 入 す る と い う こ と で 計 上 し

た わ け で ご ざ い ま す 。 要 は 町 が い か な る 災 害 に あ っ て も 緊 急 に 避 難 所 を い ろ ん な 箇 所 に 設 置 で き る と い う こ と で 、 こ の

事 業 に 補 助 申 請 を し て 獲 得 し た も の で ご ざ い ま す 。 内 容 と い た し ま し て は 、 ふ だ ん は お 祭 り 等 で 使 っ た り し て い る よ う

な テ ー ブ ル を 二 百 五 十 台 ほ ど 、 そ れ か ら 椅 子 を 四 百 九 十 脚 ほ ど 購 入 す る 予 定 で ご ざ い ま す 。 基 準 等 に つ き ま し て も 、 コ

ク ヨ の 会 議 用 テ ー ブ ル の も の Ｋ Ｔ ― 三 〇 シ リ ー ズ と い う も の を テ ー ブ ル と し て 採 用 し て 、 椅 子 は コ ク ヨ の 折 り 畳 み 椅 子

の座幅三八〇タイプということで予定してございます。  

  以上です。  

○委員長（小野  稔君）  

  鶴賀谷君。  

○鶴賀谷  貴委員  

  今、災害時に使用する目的だというお話を承りましたけれども、では災害時に使うということが大前提で、日常的な部

分 も 使 っ て い く と い う こ と だ と 思 う ん で す け れ ど も 、 こ の 保 管 場 所 は 具 体 的 に 分 散 し て い く も の で す か 。 そ れ と も 、 一

カ所に集めて保管するものなんですか。  

○委員長（小野  稔君）  

  企画財政課長。  
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○企画財政課長（能登谷英彦君）  

  緊急時になったときには、その避難所に緊急に持ち出しするということで、ふだんは町のほうで管理したいと考えてご

ざいます。  

  以上です。  

○委員長（小野  稔君）  

  鶴賀谷君。  

○鶴賀谷  貴委員  

  具体的にどこに保管するものですか。  

○委員長（小野  稔君）  

  企画財政課長。  

○企画財政課長（能登谷英彦君）  

  就業センターが鍵がかかって頑強な施設ということで、そこにもテーブルがあったんですが、非常に壊れてしまったと

いうことで、そのスペースを活用したいと考えてございます。  

○委員長（小野  稔君）  

  奈良岡君。  

○奈良岡文英委員  

  ページ数は四十四ページの財産管理費の二十五節積立金の中に農業災害基金積立金千円とありますけれども、去年の水

害 で の 復 興 費 と し て 農 業 災 害 基 金 を 取 り 崩 し て 復 興 に 当 た っ た わ け な ん で す け れ ど も 、 農 業 災 害 基 金 と 予 備 費 を 使 っ て

災 害 復 旧 に 当 た っ た と 思 い ま す け れ ど も 、 基 金 が 今 現 在 残 高 ゼ ロ だ と 思 っ て い ま し た け れ ど も 、 そ の 農 業 災 害 基 金 の こ

れ か ら 先 ど う い う ふ う な 取 り 組 み 方 、 基 金 を ま た ふ や し て い く と か 、 目 標 は 何 千 万 、 一 億 と か 、 目 標 の 数 値 も あ る か と
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思いますけれども、その辺について伺います。  

○委員長（小野  稔君）  

  企画財政課長。  

○企画財政課長（能登谷英彦君）  

  ご指摘のように、現在、農業災害基金は今年度末で二万円という事態になりました。九月の台風のときに、いわゆる単

費 対 応 す る と き に す ぐ 役 立 て た と い う こ と で 、 基 金 を 持 っ て お れ ば そ れ を 素 早 く 財 政 投 入 で き る と い う こ と は 非 常 に 有

益 で あ る と 思 い ま す 。 た だ 、 災 害 の 時 期 が 歳 入 等 の 環 境 が 整 っ た 時 期 で あ れ ば 留 保 財 源 と い う も の も 活 用 で き ま す 。 た

だ 、 五 月 と か 六 月 の 、 こ の 基 金 を 創 設 す る と き に は た し か 霜 災 害 が あ っ て 歳 入 が 定 ま ら な か っ た と い う よ う な 状 況 で 災

害 対 策 し な け れ ば な ら な い と い う こ と で 、 こ の 基 金 を 創 設 し た と い う ふ う に 考 え て お り ま す 。 と い う こ と は 、 今 二 万 円

し か な い の で 、 で は こ と し の 四 月 、 五 月 に 霜 と か 遅 霜 と か 災 害 が あ っ た と き に ど う 対 応 す る の か と い っ た と き に は 、 歳

入 が 定 ま ら な い 状 況 で は や っ ぱ り こ の 基 金 は 必 要 に な っ て こ よ う か と 思 っ て い ま す 。 で す の で 、 平 成 二 十 五 年 度 の 末 を

見 据 え て 、 一 定 の 、 最 低 で も 基 金 を 使 う 前 の 段 階 に 、 二 十 四 年 度 の 末 の 段 階 に は 戻 し た い な と 考 え て ご ざ い ま す し 、 で

きればそれを使うことなく対応していければなと考えてございます。  

  以上です。  

○委員長（小野  稔君）  

  奈良岡君。  

○奈良岡文英委員  

  災害はいつどういうとき起こるかわからないですけれども、今、答弁にあったように大変あったおかげで早急に対応で

きたということですので、なるべく早い時期にまたもとに戻していただきたいと思います。  

  それから、次に四十六ページの企画費の十九節、まつり実行委員会補助金七百万円について伺いたいと思います。これ
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は 秋 ま つ り の こ と だ と 思 い ま す け れ ど も 、 去 年 は 藤 崎 町 の ス ポ ー ツ プ ラ ザ で や っ た と 。 そ れ ま で 常 盤 で や る の か 藤 崎 で

や る の か 、 い ろ い ろ 議 論 が あ っ た と 思 い ま す け れ ど も 、 成 功 に 終 わ っ た と い う こ と で 大 変 喜 ば し い こ と だ と 思 い ま す け

れ ど も 、 そ の 中 で 大 変 ほ ほ 笑 ま し い 光 景 が あ っ た と 。 津 軽 み ら い 農 協 の 常 盤 支 店 の 女 性 部 の 方 と つ が る 弘 前 農 協 の 藤 崎

支 店 の 女 性 部 の 方 が 一 緒 に お 握 り を つ く っ て い た と い う 光 景 が あ っ た と い う こ と な ん で す け れ ど も 、 祭 り そ の も の の あ

り 方 と し て 、 そ の 日 の 準 備 と か 何 人 来 て 何 千 人 来 て に ぎ わ っ た と か そ う い う の も も ち ろ ん 大 切 で す け れ ど も 、 そ う い う

ス タ ッ フ た ち が 一 緒 に 目 的 に 向 か っ て 祭 り の 成 功 に 当 た る と 。 特 に 合 併 し て ま だ 十 年 と い う 、 も う 十 年 と い う 声 も あ り

ま す け れ ど も 、 ま だ 十 年 と い う 考 え 方 も あ り ま す の で 、 特 に そ う い う 両 地 区 の 住 民 た ち が 一 緒 に な っ て 祭 り を 盛 り 上 げ

て い く と い う こ と は 大 変 大 切 だ と 思 い ま す け れ ど も 、 要 す る に そ う い う 祭 り の 趣 旨 と い う も の を そ う い う ス タ ッ フ の 準

備 の 面 と か そ う い う も の に も 目 を 向 け て 祭 り の 開 催 に 当 た っ た ら い い か と 思 う ん で す け れ ど も 、 そ の 辺 に つ い て ど う お

考えでしょうか。  

○委員長（小野  稔君）  

  平田町長。  

○町長（平田博幸君）  

  奈良岡委員のご質問にお答えします。  

  この秋まつりについては、今お話ししたように、昨年の場合は丸九年目で常盤小学校の改修工事も入りまして、常盤地

区 で は 物 理 的 に 二 カ 年 で き な い と い う こ と で 、 去 年 の 二 月 の あ た り か ら 関 係 各 位 の 人 の 意 見 を 吸 い 上 げ る た め に 何 回 と

な く 準 備 委 員 会 や ら 実 行 委 員 会 や ら 調 整 し て き ま し た 。 そ し て 今 お 話 し し た と お り 、 ま ず は 藤 崎 町 の 町 民 力 を 発 信 す る

た め に は 、 こ こ に 住 む 人 た ち が ま ず お の お の 自 分 た ち の 地 域 を 意 識 し な が ら 、 産 業 あ る い は 文 化 、 あ る い は 健 康 、 そ う

い う も ろ も ろ を 踏 ま え た 形 で 、 ど う 連 携 を と っ て 、 ど う 町 を 発 信 し て い く か と い う と こ ろ で い ろ い ろ 、 い ろ ん な 意 味 で

いろんな団体と協議を重ねてきたところでございます。  
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  ちょっと物足りないところは、役場のスタッフはもちろん関係者、関係団体も一生懸命取り組んでいただきました。た

だ 、 一 般 町 民 か ら ボ ラ ン テ ィ ア ス タ ッ フ と か 、 そ う い う の を 私 、 募 集 し て い た だ き た い と い う こ と が 形 に な ら な か っ た

の は い ろ い ろ 反 省 材 料 に な っ て い ま す 。 昨 年 や っ た 最 後 の 実 行 委 員 会 は 収 支 決 算 も 出 て 、 先 般 開 催 し ま し て 、 お お む ね

こ と し 秋 に や る 実 施 も 十 一 月 二 十 三 、 二 十 四 日 、 日 曜 日 、 月 曜 日 、 ま た 藤 崎 地 区 で 開 催 す る こ と を 了 解 を 得 た と こ ろ で

ご ざ い ま す 。 総 体 的 に い え ば 、 す ご い 町 民 力 を 結 集 し て い ろ ん な 団 体 を 巻 き 込 ん で 、 い い 祭 り に 集 約 で き た の か な と 思

っ て お り ま す け れ ど も 、 細 部 に わ た れ ば ま だ ま だ 反 省 点 も あ り ま す の で 、 今 、 奈 良 岡 委 員 が お 話 し し た こ と を 踏 ま え な

が ら 、 早 い 時 期 に パ ワ ー ア ッ プ で き る よ う な 秋 ま つ り に つ な げ て い き た い と 。 そ し て 、 各 農 業 団 体 初 め 文 化 協 会 、 あ る

い は 体 育 協 会 、 お の お の 婦 人 会 等 も 入 れ ま し て 、 い ろ ん な 団 体 、 町 民 を 巻 き 込 ん で さ ら な る 発 信 す る 祭 り に つ な げ た い

と思っております。  

  以上であります。  

○委員長（小野  稔君）  

  奈良岡君。  

○奈良岡文英委員  

  三年、四年、五年先にこの祭りがどうなっていくのかということを考えれば、ともすれば去年こうやってやったはんで

こ と し も こ う や っ て や ろ う か と 、 た だ そ の 連 続 で マ ン ネ リ 化 し て い く と い う こ と も 心 配 さ れ ま す の で 、 祭 り は 年 々 進 化

させていくためにも、祭りの狙い、趣旨をきちんと踏まえて準備、開催に当たっていただきたいと思っております。  

○委員長（小野  稔君）  

  暫時休憩いたします。  

  十分間の休憩で、十一時十五分に開会します。  

休  憩  午前十一時  三分  
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再  開  午前十一時十五分  

○委員長（小野  稔君）  

  休憩を取り消し、委員会を再開いたします。  

  質疑を求めます。工藤君。  

○工藤健一委員  

  ページ数が八十二ページの商工費の中の町街路灯組合補助金、これ前年度比で七一・九％減になっているんですけれど

も 、 こ れ 常 盤 地 区 の 街 路 灯 組 合 が な く な っ た 、 そ れ は わ か る ん で す け れ ど も 、 余 り に も 金 額 が 減 っ て い る の で 、 こ れ ど

したもんだべな、どうしてこう減らしたんだべなと。  

○委員長（小野  稔君）  

  企画財政課長。  

○企画財政課長（能登谷英彦君）  

  昨年度の比較の考え方ですけれども、昨年度は常盤の街路灯の撤去費の補助金と、それから藤崎の街路灯の運営費を足

し た も の が 昨 年 の 予 算 で あ り ま し た 。 常 盤 の 街 路 灯 が 撤 去 さ れ ま し た の で 、 ま た 組 合 も 解 散 い た し ま し た の で 、 今 回 の

四 十 二 万 三 千 円 は 全 て 藤 崎 の 街 路 灯 組 合 の 運 営 費 の 補 助 金 と い う 形 に な り ま す の で 、 こ う い う 予 算 と な っ て ご ざ い ま す 。  

  以上です。  

○委員長（小野  稔君）  

  ほかにありませんか。工藤君。  

○工藤健一委員  

  今ちょっと忘れていましたけれども、昨年は撤去費も入っていたか。わかりました。  
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  もう一つちょっとお聞きしますけれども、七十二ページの害虫駆除業務委託料一万円のっているんですけれども、近年、

町 内 で も ど こ の 町 村 で も あ る ん で す け れ ど も 、 ア メ リ カ シ ロ ヒ ト リ の 発 生 が 多 く て 、 皆 さ ん 町 民 の 方 も 困 っ て い る 実 情

で あ り ま す 。 こ れ を 個 々 の 家 庭 で や れ な い 状 況 の 人 、 機 械 と か 持 っ て い な い 人 が 多 い の が 実 情 で あ り ま す 。 よ っ て 、 藤

崎 町 で あ る 程 度 駆 除 を で き る も の か で き な い も の か 。 全 部 町 負 担 で な く て 、 あ る 程 度 町 民 か ら で も 一 回 幾 ら と お 金 を 取

ってやれるものだか、その点をお聞きします。  

○委員長（小野  稔君）  

  総務課長。  

○総務課長（五十嵐  晋君）  

  今の害虫の関係のことについてお答えします。  

  これは、空き家等の条例にも規定されておる内容でございます。町のほうにそういう情報が入りました場合には、まず

所 有 者 の 方 と 連 絡 を と り ま し て 、 所 有 者 の 方 に 害 虫 の 駆 除 を し て も ら う と い う お 願 い を す る わ け で ご ざ い ま す 。 今 お っ

しゃった町のほうで幾らかお金を取ってというお話でございますが、そういう想定はしておりません。  

  以上です。  

○委員長（小野  稔君）  

  工藤君。  

○工藤健一委員  

  町のほうでは想定していないとわかるんですけれども、では町のほうで町民に対して指導はして、機械なければやれな

い で す よ ね 。 指 導 を し て ど こ か か ら 借 り て く る か さ ね ば や ら い ね も ん だ ど ご で 、 そ う い う 点 、 町 の ほ う で そ う い う 指 導

も何か機械の指導か何かあるものですか。  

○委員長（小野  稔君）  
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  総務課長。  

○総務課長（五十嵐  晋君）  

  そのアメリカシロヒトリに限ったことではございませんが、例えばスズメバチ等の場合には業者の方を紹介したりして

おりますので、そういう形で対応したいというふうに考えております。  

  以上でございます。  

○委員長（小野  稔君）  

  ほかにありませんか。吉村君。  

○吉村忠男委員  

  ページ数は八十七ページ、十三節の委託料で町道整備測量調査等業務委託料四千百八十万円、この内容をもう少し詳し

く、また路線名がわかりましたら、それを含めてお願いします。  

○委員長（小野  稔君）  

  建設課長。  

○建設課長（対馬猛清君）  

  お答えいたします。  

  これは、社会資本整備交付金で行う事業の分につきましては、県道からずーむ館までの側溝整備、これにつきましての

委 託 料 が 四 十 五 万 円 、 矢 沢 豊 田 線 凍 雪 害 防 止 工 事 の 設 計 業 務 委 託 が 六 百 万 、 村 井 白 子 線 凍 雪 害 防 止 事 業 設 計 業 務 委 託 が

二千五百万、あと橋梁点検長寿命化計画策定が七百七十万ほどの予算でございます。  

  以上です。  

○委員長（小野  稔君）  

  吉村君。  
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○吉村忠男委員  

  同じページ数ですけれども、十五節の町道等整備費一億二百万ちょっとですけれども、これも同じく内容をもう少し詳

しく説明お願いします。  

○委員長（小野  稔君）  

  建設課長。  

○建設課長（対馬猛清君）  

  お答えいたします。  

  こちらも社会資本の整備事業でございます。この町内の舗装工事、路線のオーバーレイとかそういう舗装工事につきま

し て 町 内 全 域 で 二 千 万 円 、 あ と こ れ も 町 内 全 域 対 象 で ご ざ い ま す が 、 側 溝 整 備 等 に 一 千 九 百 万 円 、 あ と 北 亀 田 西 亀 田 線

外 凍 雪 害 防 止 工 事 、 柏 木 堰 の 消 融 雪 溝 で ご ざ い ま す が 三 千 百 五 十 万 円 、 林 崎 亀 田 二 号 線 道 路 改 良 工 事 が 三 千 二 百 万 円 、

以上でございます。  

○委員長（小野  稔君）  

  ほかにありませんか。横山君。  

○横山哲英委員  

  四十二ページの十三節の巡回バス委託料です。前年度より一八％ぐらい委託料が増額になりましたけれども、その積算

根拠をよろしくお願いします。  

○委員長（小野  稔君）  

  総務課長。  

○総務課長（五十嵐  晋君）  

  巡回バスの委託料の増となった要因ということでございますが、まず県で示しています労務単価が三割ほど上がってご
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ざいます。そのために今回の増となったものでございます。  

  以上でございます。  

○委員長（小野  稔君）  

  横山君。  

○横山哲英委員  

  今なぜここに注目したかといいますと、巡回バスは大変今、大いに活動してくれて大変ありがたいことです。ただ、委

託 料 の ほ か に 燃 料 と か も 随 分 町 の 持 ち 出 し だ と 私 は 思 っ て い ま し た け れ ど も 、 こ れ に 対 し て の 比 較 は 、 比 較 し て い い の

か 悪 い の か 、 ち ょ っ と 私 も 疑 問 で す け れ ど も 、 社 協 の 福 祉 バ ス の 委 託 料 と 比 較 し て み ま す と 、 ち ょ っ と 高 過 ぎ る ん じ ゃ

な い か と 私 は 思 っ て お り ま す 。 ど っ ち が 安 く ど っ ち が 高 い と い う こ と で な く て 、 た だ 、 そ の 県 の 指 導 の 三 割 の 増 だ か ら 、

委 託 料 を 増 額 し た と 今 説 明 あ り ま し た け れ ど も 、 も う ち ょ っ と 精 査 し て も よ か っ た の か な と 私 一 人 で 思 っ て い ま す け れ

ども、もう一度その辺お願いします。  

○委員長（小野  稔君）  

  総務課長。  

○総務課長（五十嵐  晋君）  

  福祉バスとの比較ということでございますけれども、巡回バスについては二十六年度の稼働日数といたしまして二百四

十 四 日 ほ ど 想 定 し て ご ざ い ま す 。 そ れ と 、 あ と 積 算 の お 話 に な り ま す と 、 当 然 積 算 の 単 価 の 根 拠 と い う も の が 必 要 に な

る わ け で ご ざ い ま す 。 そ の 根 拠 と し て 私 ど も が 用 い て お る も の が 県 の 労 務 単 価 で ご ざ い ま す の で 、 発 注 に 当 た っ て の 積

算としてはこの金額になるというものでございます。  

  以上でございます。  

○委員長（小野  稔君）  
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  ほかに。奈良君。  

○奈良完治委員  

  二点ほど、ちょっとお伺いします。  

  ページ数でいくと四十九ページ、十一目の駅業務費の中の十三節の委託料、融雪用ヒートポンプ保守管理業務委託料、

こ れ 常 盤 駅 か と は 思 う ん で す け れ ど も 、 例 え ば ヒ ー ト ポ ン プ の 種 類 と 、 そ れ か ら 融 雪 し て い る 面 積 、 ど の ぐ ら い あ る の

か教えていただければと思います。  

○委員長（小野  稔君）  

  企画財政課長。  

○企画財政課長（能登谷英彦君）  

  この融雪のヒートポンプは北常盤駅の西口のいわゆる舗装部分でないタイル部分に空気を送り込んで融雪をするという

も の で 、 一 番 今 で い う エ コ な 装 置 で す 。 ち ょ っ と 面 積 は 正 確 に は 存 じ 上 げ な い ん で す が 、 自 転 車 置 き 場 、 車 を 置 く 場 所

の間の広場のところを融雪しているものでございます。  

○委員長（小野  稔君）  

  奈良君。  

○奈良完治委員  

  通常ヒートポンプの保守管理といえば、平米数によるんですけれども、百万単位のお金がかかるわけですけれども、安

い な と 思 っ た の で 今 ち ょ っ と 聞 い た ん で す け れ ど も 、 こ の ヒ ー ト ポ ン プ 、 設 置 す る の に ど の ぐ ら い か か っ た も の で し ょ

うか。わからないですか。  

○委員長（小野  稔君）  

  休憩いたします。  
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休  憩  午前十一時二十七分  

                                                   

再  開  午前十一時二十七分  

○委員長（小野  稔君）  

  休憩を取り消します。  

  奈良君。  

○奈良完治委員  

  今ちょっと済みません、脇道それたと思うんですけれども、これ今空気でやるというのは非常に珍しくて、私初めて聞

い た ん で す け れ ど も 、 通 常 で あ れ ば 不 凍 液 と か 回 し て や る ん で す け れ ど も 、 こ れ 藤 崎 で も し 電 気 代 が か か ら な く て 設 備

が安いのであれば、町長これ少しふやしていってもいい設備じゃないかと思うんですけれども、お考えは。  

○委員長（小野  稔君）  

  平田町長。  

○町長（平田博幸君）  

  この間、常任委員会で朝日町のロードヒーティング化のランニングコスト、皆さんからいろいろ質疑あったの、その日

の う ち に 私 に 決 裁 上 が っ て き ま す の で い ろ い ろ 感 じ て い ま す 。 国 の 補 正 予 算 等 で 、 例 え ば 今 年 度 は 防 雪 柵 と 朝 日 町 の ロ

ー ド ヒ ー テ ィ ン グ 、 国 の 補 正 予 算 を 有 効 活 用 し て 執 行 で き ま し た け れ ど も 、 二 十 六 年 度 は 続 い て そ う い う の が な い の か

と い う こ と で 建 設 課 か ら い ろ い ろ 調 べ さ せ ま し た 。 そ し た ら 、 単 年 度 一 年 限 り で す と い う 話 。 た だ 、 こ れ か ら 国 で 防 災

減 災 の 中 で そ う い う 有 利 な 財 源 が あ れ ば い ろ い ろ 精 査 し な が ら 準 備 は し た い と 思 っ て い ま す 。 国 の 補 正 予 算 と い う の は 、

あ る 程 度 の 町 の 行 政 の 準 備 が な け れ ば 、 非 常 に 四 日 間 で 締 め 切 り と い う の が 通 常 で ご ざ い ま す の で 、 そ れ は 今 ご 指 摘 あ

ったものもひっくるめてちょっと精査したいと思っております。  
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  以上であります。  

○委員長（小野  稔君）  

  ほかに。奈良君。  

○奈良完治委員  

  環境にも優しく、それこそ経費も余計かからないのであれば、ひとつ考えて進めてもらいたいと思います。  

  あともう一つなんですけれども、ページ数が八十七ページです。三目の除雪事業費の十八節備品購入費、小型ロータリ

購 入 費 八 百 七 十 万 と あ る ん で す け れ ど も 、 た し か 補 正 で 二 百 五 十 七 万 ぐ ら い か け て 直 し た 機 械 の 代 替 と い う ふ う に 考 え

てよろしいですか。  

○委員長（小野  稔君）  

  建設課長。  

○建設課長（対馬猛清君）  

  お答えします。  

  確かにおっしゃるとおり、補正のほうで二百五十万円の修繕ということで、これは常盤地区の歩道用の小型ロータリで

す が 、 修 繕 し て ご ざ い ま す 。 そ れ に つ き ま し て は 、 昨 年 の 二 月 ご ろ 故 障 が わ か っ た と い う こ と で 、 今 シ ー ズ ン に 向 け て

ど う し て も そ れ を 修 繕 し な け れ ば 今 シ ー ズ ン 使 え な い と い う こ と で そ れ は 修 繕 い た し ま し た が 、 そ の 時 点 で は も う 補 助

事 業 に 対 す る 申 請 と い う も の が 間 に 合 わ な い 状 態 で ご ざ い ま し た の で 、 今 年 度 に 向 け て こ れ は 補 助 対 象 と し て 申 請 し た

も の で ご ざ い ま す 。 当 然 そ う な れ ば 二 台 小 型 ロ ー タ リ と い う こ と に な り ま す け れ ど も 、 藤 崎 町 全 体 を 考 え て こ れ は 有 効

に二台、最初のほうも新規のものにつきましても有効に活用していきたいと思っております。  

  以上です。  

○委員長（小野  稔君）  
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  ほかに。奈良君。  

○奈良完治委員  

  そうすれば、せっかく二百五十万以上かけて直した機械ですので、具体的にあと五年使うとか十年使うというようなお

考えはありますでしょうか。  

○委員長（小野  稔君）  

  建設課長。  

○建設課長（対馬猛清君）  

  お答えします。  

  これはエンジンを乗せかえておりますので、次使えないというような状態になるまでは使っていきたいと思っておりま

す。  

○委員長（小野  稔君）  

  奈良君。  

○奈良完治委員  

  というのは、何でその話するかといえば、去年おととしと随分雪でかなり苦労しましたので、タイヤショベルとかいろ

ん な 機 械 、 町 の ほ う で 所 有 し て い る と 思 う ん で す け れ ど も 、 町 の や つ は 点 検 も 行 き 届 い て 結 構 使 え る や つ あ り ま す の で 、

業 者 に た だ 下 取 り に 入 れ る の で な く て 、 町 の 業 者 さ ん に 払 い 下 げ み た い に し て 機 械 力 、 地 元 の 業 者 さ ん に 力 を つ け て も

らうような考えも大事かなと思って今ちょっと話したんですけれども、その辺町長どういうふうなお考えでしょうか。  

○委員長（小野  稔君）  

  建設課長。  

○建設課長（対馬猛清君）  
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  お答えします。  

  町の所有する機械につきましては、更新とかいろいろパターンがあるんですけれども、町の業者さんにそれを下に出す

と か 、 そ れ は 業 者 の ほ う か ら そ う い う 要 望 が あ れ ば 考 え る と い う こ と も あ り ま す け れ ど も 、 通 常 で あ れ ば や は り 処 分 あ

る い は 公 売 す る と か 、 そ う い う 形 に な っ て お り ま す け れ ど も 、 新 規 に こ れ か ら 町 の ほ う で 機 械 を ま た 新 た に 購 入 す る と

い う の は な か な か 今 後 い ろ い ろ な パ タ ー ン を 考 え て い か な け れ ば な ら な い と 思 い ま す の で 、 現 時 点 で は 更 新 等 に つ い て

はこれから考えていきたいと思っております。  

○委員長（小野  稔君）  

  奈良君。  

○奈良完治委員  

  考えた予算の中でいろいろ民間のほうの協力とか、いろいろ入れなくちゃならない場合もありますので、その辺いろい

ろまた皆さんで考えていただきたいと思います。ありがとうございました。  

○委員長（小野  稔君）  

  ほかに。佐々木君。  

○佐々木政美委員  

  ページ数は九十四ページです。スクールバスの件についてお伺いします。  

  昨年度、二十六年度よりもこれよく精査しているなと感心しているんですけれども、去年よりも要は下がっているわけ

で す よ ね 、 委 託 料 。 こ れ 要 は 積 算 の 根 拠 。 そ れ と 最 初 に 随 契 で 契 約 し て い る の か 、 そ れ と も 入 札 で や っ た の か 、 そ こ ら

辺からまずお聞きします。  

○委員長（小野  稔君）  

  学務課長。  
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○学務課長（工藤峰靖君）  

  お答えいたします。  

  この契約については、随意契約で行っております。  

  以上です。  

○委員長（小野  稔君）  

  佐々木君。  

○佐々木政美委員  

  随契にしても、私、大したものだと。燃料費も上がっているし、先ほど総務課長の答弁で労務費あたりも上がっている

よ う な 状 況 の 中 で 、 去 年 よ り も 下 が っ て い る と 。 こ れ は 課 長 、 こ の 積 算 の 根 拠 は ど う い う ふ う な あ れ で あ れ な ん で す か 。

ちょっと手のうちを教えてくださいよ。  

○委員長（小野  稔君）  

  学務課長。  

○学務課長（工藤峰靖君）  

  お答えいたします。  

  積算の根拠というのは、基本的には今回のスクールバスの委託業務については昨年とほとんど、ほとんどといいますか、

変 わ り ま せ ん 。 常 盤 小 学 校 の 学 区 内 と あ と 中 央 小 の 学 区 、 あ と 冬 期 間 の 藤 崎 小 学 校 の 分 と い う こ と で お 願 い し て い ま す 。

今 、 佐 々 木 委 員 が お っ し ゃ い ま す よ う に 、 燃 料 の 高 騰 と か い ろ い ろ あ る ん で す け れ ど も 、 一 応 業 者 の ほ う の 営 業 努 力 と

い う こ と で 、 あ と 燃 料 費 に つ い て は 基 本 的 に 町 の ほ う の 持 ち 出 し に な っ て い ま す の で 、 基 本 的 に は 人 件 費 と 簡 易 な 修 繕

ということになっていますので、ご理解のほうよろしくお願いします。  

  以上です。  
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○委員長（小野  稔君）  

  ほかに。浅利君。  

○浅利直志委員  

  ページ数では、四十ページと四十一ページにかかわる総務費、一目の一般管理費です。そこで名誉町民選考委員会委員

報 酬 七 万 四 千 円 ほ ど 計 上 さ れ て お る ん で す け れ ど も 、 こ れ は 定 例 的 に や る と い う こ と な ん で す か 。 そ れ と も 、 何 か 新 し

い名誉町民の選定も含めて考えているから選考委員会を実施するということなのでしょうか。お聞きいたします。  

○委員長（小野  稔君）  

  総務課長。  

○総務課長（五十嵐  晋君）  

  ただいま名誉町民の選考についてのご質問でございますが、平成二十七年の早い時期に合併十周年の記念式典を行う予

定 を し て ご ざ い ま す 。 そ の 段 階 で 名 誉 町 民 の 称 号 の 授 与 も 行 い た い と 考 え て お り ま す 。 そ こ で 、 こ の 委 員 会 の 報 酬 の 計

上ということになったものでございます。  

  以上でございます。  

○委員長（小野  稔君）  

  浅利君。  

○浅利直志委員  

  ですから、現在名誉町民になっていらっしゃる方もありますよね。私が聞いているのは、新たな追加人選も含めて、合

併 を 期 に や る お 考 え 、 そ う い う 案 件 と し て 上 っ て い る の か ど う か と い う こ と を お 聞 き し て い る の で す け れ ど も 、 そ の 点

はどういうふうに考えていらっしゃるんでしょうか。  

○委員長（小野  稔君）  
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  総務課長。  

○総務課長（五十嵐  晋君）  

  お答えいたします。  

  今回の名誉町民の報酬につきましては、新たに名誉町民の称号を授与する方を決めるための委員会の報酬でございます。  

  以上でございます。  

○委員長（小野  稔君）  

  横山君。  

○横山哲英委員  

  四十九ページの十一目、ぽっぽらの指定管理料について若干、質問ずれるかもわからないけれども、委員長、その辺よ

ろしくお願いします。  

  指定管理料はどうでもいいんだけれども、はっきり私の耳に入ったというわけではないんですけれども、今やっておら

れ る 方 が 何 か や め る と か 、 そ う い う お 話 を 承 り ま し た け れ ど も 、 今 後 の 方 針 と し て ど う い う ふ う に 考 え て お り ま す か 。

まだ継続して同じ人がやるのか、それともやめて新しい人をまた探すのか、どういう方向で検討しておりますか。  

○委員長（小野  稔君）  

  企画財政課長。  

○企画財政課長（能登谷英彦君）  

  コミュニティプラザぽっぽらの指定管理を商工会に委託して五、六年たつんですけれども、なかなか軌道に乗らない、

ぽ っ ぽ ら の 交 流 ス ペ ー ス が 入 れ か わ り 立 ち か わ り か わ る よ う に な っ て し ま っ た と い う こ と は 非 常 に 残 念 だ と 思 い ま す 。

商 工 会 さ ん の ほ う か ら 今 月 最 初 で す か 、 こ う い う 形 に な る よ と い う こ と で 今 ま で 入 っ て い た 方 が 三 月 い っ ぱ い で お や め

に な る と 。 す る と 交 流 ス ペ ー ス が 今 ま で 活 用 で き な く な る の で ど う す る の か と い う こ と で し た ら 、 駅 に 女 性 の 方 、 交 代
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で お り ま す の で 、 そ の 方 た ち に 管 理 し て も ら う 。 鍵 の 施 錠 と か 、 管 理 、 掃 除 し て も ら う ん だ と い う こ と で は 、 一 応 は 公

共 施 設 と し て の 管 理 は 保 た れ る の か な と 。 た だ 、 仕 掛 け る と い い ま す か 、 そ こ を 活 用 し て と い う ふ う な こ と ま で 本 当 は

望 み た い わ け で す け れ ど も 、 そ こ ら 辺 は 今 の と こ ろ な か な か 軌 道 に 乗 ら な い と い う の が 現 状 で ご ざ い ま す 。 今 後 は 商 工

会 と 詰 め て 、 町 の 施 設 と し て 、 ま た は 交 流 ス ペ ー ス と し て 、 ま た は 商 工 会 が 活 用 で き る ス ペ ー ス と し て ど う あ る べ き か

と検討していきたいと考えております。  

○委員長（小野  稔君）  

  ほかに。横山君。  

○横山哲英委員  

  今の北常盤駅の交流の場でありますぽっぽらは、まだ先行きが不透明だということでよろしいんですか、管理に対して

は。  

○委員長（小野  稔君）  

  企画財政課長。  

○企画財政課長（能登谷英彦君）  

  決まっていることは、今の方が三月でいなくなると、その後の管理を駅の方がするということは決まっていますけれど

も、じゃあその後どういうことをするのかというのはこれから商工会さんと詰めていきたいということです。  

○委員長（小野  稔君）  

  吉村君。  

○吉村忠男委員  

  ページ数は九十五ページです。小学校修学旅行費補助金百三十三万円、中学校修学旅行費補助金二百三十八万円、これ

は 小 学 校 は 何 人 ぐ ら い を 対 象 に し て の 予 算 を 組 ん で お る の で す か 。 ま た 、 中 学 校 も 同 じ く ど の ぐ ら い の 生 徒 数 を 対 象 に
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予算を組んでおるものですか。お伺いいたします。  

○委員長（小野  稔君）  

  学務課長。  

○学務課長（工藤峰靖君）  

  お答えいたします。  

  小学校の修学旅行費については、基本的に一万円の助成ですので、百三十三名。中学校については二万円の助成ですの

で、百十九名分を予算計上しております。  

  以上です。  

○委員長（小野  稔君）  

  ほかに質問は。奈良岡君。  

○奈良岡文英委員  

  第六款農林水産業費の七十八ページです。りんご減農薬栽培推進事業費補助金四百万円、これはコンフェザーＲに対す

る 補 助 金 だ と 思 い ま す け れ ど も 、 こ の 事 業 を 始 め て か ら 過 去 三 年 、 こ と し で 四 年 目 に な り ま す け れ ど も 、 去 年 よ り も 増

額になっているということで、その算定根拠を伺いたいと思います。  

○委員長（小野  稔君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  お答えいたします。  

  平成二十三年から効果の検証をするということで始めた事業でございます。もう始めた一年目、三年目たつわけでござ

い ま す が 、 二 十 六 年 度 ふ え た 根 拠 と い う こ と で す が 、 三 年 間 の 検 証 が 一 応 終 わ り ま し た 。 そ の 効 果 と い う の が 、 ま ず は
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農 薬 費 で ご ざ い ま す 。 平 成 二 十 三 年 か ら で す か ら 、 二 十 二 年 と 比 較 し て 三 年 後 、 三 年 や っ た 方 で す 、 三 共 防 の 調 査 を し

て い ま す 。 そ の 中 で の 平 均 と い う こ と で 、 始 ま る 前 が 十 ア ー ル 当 た り 約 四 万 円 ち ょ っ と で す 。 そ の 後 コ ン フ ェ ザ ー を 入

れ て 三 年 後 、 ほ ぼ 同 額 と い う こ と で 、 事 業 費 に つ い て は コ ン フ ェ ザ ー を 入 れ る こ と に よ っ て 当 初 は 高 か っ た ん で す が 、

逆 に そ の 効 果 も あ り ま し て 、 同 額 ま で 落 ち た と 。 そ の ま ま 継 続 し て い く と 、 農 協 の 事 務 局 に ち ょ っ と 聞 き ま し た ら 、 多

分四年目はもうちょっと下がるだろうという話をしています。そのままでまずいくだろうということでございます。  

  それから、効果でございます。コカクモンハマキ、主にそれからナシヒメシンクイガ、この発生を抑えるということで、

本 来 薬 剤 で 殺 す と い う こ と で は な い 、 ま ず は 交 尾 を 阻 害 す る と い う こ と で 、 密 度 を 減 ら し て 虫 を い な く す る と い う こ と

で 、 今 ま で 共 防 さ ん 、 二 十 六 共 防 や っ て い ま す け れ ど も 、 皆 さ ん 効 果 が 非 常 に 高 い と い う こ と の 回 答 で ご ざ い ま す 。 特

別そんな中では四年目になってもやめる方がほとんどいないということでございます。  

  それを町で受けまして、今七百町歩ぐらいあるんですが、それに対して、今まで検証ということでやってきたものを今

度 は 正 式 に 助 成 す る と い う 形 を と っ て い く と い う こ と で 、 初 年 度 目 に つ い て は 今 現 在 十 ア ー ル 当 た り 五 千 六 百 円 か か り

ま す 。 そ の う ち の 二 分 の 一 を 助 成 し よ う と 。 二 年 目 に つ い て は 三 分 の 一 を 助 成 し ま す 。 三 年 目 に つ い て は 四 分 の 一 と 。

四 年 目 か ら は ゼ ロ と 。 つ ま り 、 さ っ き 言 っ た よ う に 、 事 業 費 は も う ど ん ど ん 下 が っ て し ま い ま す の で 、 助 成 す る 必 要 は

な い だ ろ う と い う こ と で ご ざ い ま す 。 そ う い う ふ う に 正 式 に 効 果 が あ る と い う と 補 助 事 業 と し て 進 め る と い う こ と で 、

そ の 実 証 も 含 め て 、 今 ま で 入 っ て い な い 方 に 対 し て も ぜ ひ コ ン フ ェ ザ ー を や っ て ほ し い と い う こ と の 推 進 も ご ざ い ま し

て 、 今 回 、 去 年 ま で 三 百 二 十 万 円 だ っ た ん で す が 、 四 百 万 円 を 計 上 さ せ て い た だ い た と 。 面 積 の 想 定 が 一 、 二 、 三 年 分

で 三 百 八 十 町 歩 を 想 定 し て ご ざ い ま す 。 本 格 的 に 進 め る と い う こ と で 今 回 ふ や さ せ て い た だ い た と い う こ と で ご ざ い ま

す。  

○委員長（小野  稔君）  

  奈良岡君。  
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○奈良岡文英委員  

  コンフェザーＲの効果が認められるということなんですけれども、それは三年間同一補助でやった場合だと思うんです

けれども、一年目からの追跡調査とか、その同じ補助で実施されているという追跡とかはしているんですか。  

○委員長（小野  稔君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  お答えいたします。  

  その調査についてはフェロモントラップでも設定して、発生時期等も、発生状況の調査もしていますけれども、ＪＡさ

ん の ほ う で 三 カ 所 に そ う い う も の を 設 け ま し て 、 発 生 し た か ど う か を 調 査 し て い ま す 。 同 じ 園 地 で 行 っ て ご ざ い ま す 。

も う 一 つ 、 共 防 に つ い て は 、 先 ほ ど 言 い ま し た よ う に 、 そ こ の 調 査 し て い る 分 に つ い て は や め た と か 途 中 で 休 ん だ と か 、

そういう事例はないです。  

  以上でございます。  

○委員長（小野  稔君）  

  奈良岡君。  

○奈良岡文英委員  

  じゃあ三年間同じ人が同じ補助でこの事業を実施しているということなんですか。その場合の採択基準というか、新規

に実施する場合の採択基準とかはどうなっているんですか。  

○委員長（小野  稔君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  
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  採択基準につきましては、当町においてリンゴ園を経営していると。当町の住民であれば、共防もしくは個人のリンゴ

生産者全て対象となります。  

  以上でございます。  

○委員長（小野  稔君）  

  奈良岡君。  

○奈良岡文英委員  

  このコンフェザーＲを使う場合の補助の集団化とか、そういう条件はないのか、あと販売先とかそういう条件もないの

か、その点について伺います。  

○委員長（小野  稔君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  コンフェザーＲにつきましては、町の共防連のほうが事業主体になってございます。そして、ＪＡさんのほうでも一部

助 成 を し て い る と い う こ と で 過 去 か ら も あ り ま し て 、 そ う い う 面 で 今 現 在 は Ｊ Ａ か ら の 購 入 分 と い う こ と で 、 こ ち ら で

指 定 し た わ け で な い ん で す が 、 共 防 連 さ ん の ほ う で は そ う い う Ｊ Ａ か ら の 助 成 も あ る と い う こ と が あ り ま し て 、 Ｊ Ａ さ

んのほうから購入しているということでございます。  

  条件は別に個人でも共防でも、それは問いません。これ余談なんですが、農協さんのほうではＪＡのほうの助成もある

と な れ ば 、 組 合 員 以 外 の 方 に つ い て は そ の 部 分 は あ り ま せ ん よ と 。 た だ 、 町 の 助 成 に つ い て は 全 て 対 象 に な る と い う こ

と で や っ て ご ざ い ま す 。 個 人 を 対 象 に す る と い う こ と は 、 共 防 で も 必 ず 中 に 個 人 は 入 っ て い ま す 。 そ の 個 人 の 方 を 対 象

に し な い と い う こ と で あ る と 、 そ こ が 抜 け る こ と に な る わ け で す か ら 、 で き る だ け 町 と し て は 面 的 に そ の 設 置 を で き る

ようにしていただきたいと思ってございます。  
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  それから、安心安全という意味では、今現在は町としてこれに対する助成とかはまずしていません。ただ、コンフェザ

ー Ｒ を や る と い う こ と で 農 薬 の 回 数 、 農 薬 と い う の は 殺 虫 剤 の 回 数 、 散 布 量 が 減 る わ け で す か ら 、 当 然 各 共 防 さ ん も し

く は 出 荷 組 合 さ ん の ほ う で 弘 果 に 出 す 方 も お ら れ ま し ょ う け れ ど も 、 そ こ を Ｐ Ｒ し て 、 こ れ は 通 常 よ り も 安 全 安 心 、 農

薬 の 量 も 少 な い ん で す よ と い う こ と を や っ ぱ り Ｐ Ｒ し て い た だ く よ う に 、 共 防 連 の 中 の 会 議 と か あ る わ け で す が 、 話 し

て、それで有利に販売してくださいという話はしてございます。  

  以上でございます。  

○委員長（小野  稔君）  

  奈良岡君、同じことに対して三回までですので、よろしくお願いします。  

○奈良岡文英委員  

  それを今言おうと思って、この件について最後の質問をしようと思ったんですけれども、この件についての最後の質問

にさせていただきます。  

  コンフェザーＲが効果があると認められるということであれば、これから先、普及段階に入っていけば申請者がふえる

可 能 性 も あ り ま す の で 、 一 定 の 歯 ど め と か そ う い う こ と も 必 要 か と 思 い ま す 。 そ の 点 に つ い て は ど う 考 え て い る の か と

い う こ と と 、 も う 一 点 、 減 農 薬 と し て の 一 つ の 技 術 だ と 思 い ま す の で 、 さ っ き 農 政 課 長 の 答 弁 に も あ っ た よ う に 、 販 売

面 の Ｐ Ｒ に も ぜ ひ 結 び つ け て い っ て ほ し い と 思 い ま す し 、 特 に モ モ シ ン ク イ ガ と コ カ ク モ ン ハ マ キ 等 の 害 虫 は 輸 出 用 の

リ ン ゴ に 大 変 制 限 と い う か 、 も う ス ト ッ プ か け ら れ て い ま す の で 、 そ の 辺 も ア ピ ー ル し な が ら 、 い い 意 味 で リ ン ゴ の 産

業の振興につなげていってほしいと思います。その点についてはどうお考えですか。  

○委員長（小野  稔君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  
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  まず、制限といいますか、どこまで見ているかということなんですけれども、当町ではリンゴ園が約七百ヘクタールご

ざ い ま す 。 七 百 ち ょ っ と あ る ん で す け れ ど も 、 セ ン サ ス の ほ う で い く と そ の ぐ ら い と い う こ と で す が 、 今 現 在 こ と し 、

も し 見 込 み ど お り 実 施 さ れ る と 三 百 八 十 町 歩 で す か ら 半 分 を 超 え る わ け で す 。 そ の 歯 ど め と い う の は あ れ な ん で す が 、

で き れ ば 当 町 の リ ン ゴ 園 全 て に そ の コ ン フ ェ ザ ー Ｒ を 設 置 で き れ ば い い な と 考 え て ご ざ い ま す 。 そ れ ま で は 皆 さ ん 農 家

の 方 が 、 い や 私 も 私 も と い う こ と で 需 要 と い い ま す か 、 設 置 者 が ふ え て く れ ば 一 応 そ の 藤 崎 の 面 積 分 に つ い て は 全 一 〇

〇％までは最高で考えていきたいなと考えてございます。  

  それから、今後それを進める上での安全安心ＰＲです。これについては一応三年、今度始めて四年目に入るわけですか

ら 、 も う 三 年 続 け た と こ ろ に つ い て は 通 常 の 観 光 区 と は 全 然 違 う ん だ よ と い う こ と で 、 二 十 六 年 度 か ら そ こ を ち ょ っ と

Ｐ Ｒ 、 も し く は 機 会 が あ る ご と に そ う い う 話 を し て い き た い な と 。 で き れ ば 、 対 外 的 な 市 場 等 に 対 し て も そ う い う ふ う

なＰＲもできればなと思ってございます。  

  以上でございます。  

○委員長（小野  稔君）  

  昼食のため暫時休憩いたします。開始時間は一時とします。  

休  憩  午前十一時五十六分  

                                                   

再  開  午後  〇時五十八分  

【再開前に事務局長より、十二番横山哲英委員から午後所用のため欠席する旨が報告される】  

○委員長（小野  稔君）  

  休憩前に引き続き、会議を開きます。  

  質疑ありませんか。前田君。  
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○前田信一委員  

  七十八ページ農業費の補助金について、学校給食地場農畜産物利用拡大事業費補助金について六十九万一千円というの

が 出 て い ま す け れ ど も 、 昨 年 度 に 比 べ て 大 体 一 六 ％ ぐ ら い の 減 に な っ て い る わ け で す け れ ど も 、 こ れ の 理 由 に つ い て ち

ょっとお願いします。  

○委員長（小野  稔君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  お答えいたします。  

  まず、内容についてご説明をいたします。予算で六十九万一千円ということでございます。その内容につきましては、

ま ず は 給 食 セ ン タ ー に 野 菜 を 出 し て い る と い う こ と で 地 産 地 消 を 進 め る と い う こ と で 、 二 十 六 年 度 の 供 給 食 材 費 の 見 込

み を 百 五 十 万 円 ほ ど と 見 て ご ざ い ま す 。 そ の う ち の 委 託 販 売 手 数 料 と い う こ と で 、 二 〇 ％ に 相 当 す る 額 、 こ こ で は そ の

二〇％の三十万円を助成するということでございます。  

  次に、学校給食のほうにリンゴジュースをお出ししてございまして、これについてやはり学校給食会のほうとの差が出

て い る と 。 給 食 会 の ほ う が ち ょ っ と 安 い ん で す 。 リ ッ タ ー 三 百 十 五 円 と い う こ と で ご ざ い ま す 。 た だ 、 地 場 産 の ジ ュ ー

ス の 価 格 が リ ッ タ ー 四 百 円 と い う こ と で 、 そ の 差 額 八 十 五 円 ご ざ い ま す の で 、 こ れ に 対 し て 千 四 百 人 分 と い う こ と で 、

十 一 カ 月 で す か 、 千 百 十 人 分 で す か ら 二 百 五 十 二 本 と 、 本 数 で い け ば な る わ け で す 。 月 の 話 で 、 そ の う ち の 差 額 の 八 十

五円を助成すると。年間十一カ月分ということで、二十三万五千六百二十円になります。  

  それから、もう一つ学校給食用の米粉パンの支援事業です。これが小麦のパンとの差額の二分の一を助成するというこ

と で 、 小 麦 の パ ン が 四 十 六 円 で す 。 米 粉 パ ン の 価 格 が 六 十 八 円 と い う こ と で 、 そ の 差 額 が 二 十 二 円 と 。 そ れ を な ら し て

二 十 円 と い う こ と に し て 、 そ の う ち の 二 分 の 一 の 十 円 を 一 個 当 た り 助 成 し て い る と い う こ と で す 。 千 四 百 個 の 月 で 掛 け
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算 、 十 円 の 十 一 カ 月 分 と い う こ と で 十 五 万 四 千 円 と い う こ と で ご ざ い ま す 。 若 干 減 っ て い る と い う の も あ る ん で す が 、

こ れ は も う 一 つ 実 は 昨 年 ま で 保 冷 庫 の リ ー ス 料 が 入 っ て い ま し た 。 今 回 そ れ が な い と い う こ と で 、 そ の 分 の 差 か な と 思

っていました。先ほど言いましたように、積算にのっとった形での計算上の額ということになります。  

  以上でございます。  

○委員長（小野  稔君）  

  ほかに質疑ありませんか。前田君。  

○前田信一委員  

  補助金としてジュース、米粉とか、その辺が入っているわけですけれども、地産地消ということで野菜とかも健康な野

菜 と い う こ と で 子 供 た ち に ぜ ひ 藤 崎 の 産 品 、 リ ン ゴ も 含 め て や っ て ほ し い な と 思 っ て い る ん で す け れ ど も 、 別 に 農 政 課

の ほ う で も っ と 野 菜 と か そ う い う も の を も う ち ょ っ と 多 く 入 れ て も ら い た い な と か 、 そ う い う こ と は 食 彩 館 の ほ う に 連

絡 し た り と か 、 地 場 産 品 と 給 食 用 と か 、 何 か そ こ ら 辺 も う ち ょ っ と ふ や し て ほ し い な と 、 そ う い う ふ う に 我 々 見 て 、 キ

ュ ウ リ が 真 っ す ぐ で な い と だ め だ と か 、 そ こ ら 辺 の 部 分 も 含 め た 地 元 の 産 物 と 給 食 と い う も の を も う ち ょ っ と 考 え て や

る と か 、 そ う い う 考 え は こ れ か ら ど う い う ふ う な 考 え で 、 で き れ ば こ っ ち の ほ う も そ う い う の が 出 て く れ ば 、 聞 く と こ

ろ に よ り ま す と 給 食 セ ン タ ー の ほ う の 納 め の ほ う が 、 確 か に 給 食 費 を 抑 え な け れ ば な ら な い と い う こ と で 給 食 セ ン タ ー

で 賄 い 費 な ん か 抑 え て や っ て い る と 思 う ん で す け れ ど も 、 今 、 安 全 安 心 な も の を 食 べ る と い う の は あ る 程 度 消 費 者 と か

も 理 解 し て く れ ま し て 、 つ く っ て い る 人 も 考 え て 非 常 に 価 格 と い う も の も 今 転 嫁 さ れ て い ま す の で 、 ぜ ひ そ こ ら 辺 も 含

め て 、 ぜ ひ 安 全 安 心 な 地 元 の 産 品 を 将 来 あ る 子 供 た ち に 食 べ さ せ た い と 思 う ん で す け れ ど も 、 ど う い う ふ う な 考 え で す

か。  

○委員長（小野  稔君）  

  農政課長。  
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○農政課長（三上正裕君）  

  これに関してはもう数年たつわけですけれども、いろいろ給食センターができたときに当初の問題は規格がありまして、

そ れ に 合 っ た よ う な 商 品 を 出 せ な い と い う よ う な こ と が か な り あ っ て 、 結 構 生 産 者 の ほ う か ら も 逆 に 文 句 が 来 た と 。 こ

れ と っ て け ら い ね の が と い う 話 は あ っ た わ け で す 。 そ れ と 同 時 に 、 や は り 実 質 リ ン ゴ 、 米 、 ニ ン ニ ク 等 、 大 々 的 に や っ

て い る も の に つ い て は い い ん で す が 、 野 菜 そ の も の の 量 的 な も の も 確 か に そ ん な に 多 く な い と 。 ま し て や 直 売 所 に 出 し

て い る 方 は 、 直 売 所 は ち ょ っ と 曲 が っ た り と か は い い ん で す け れ ど も 、 そ の 少 な い 中 で 給 食 セ ン タ ー の ほ う に あ る 程 度

の 規 格 に 合 っ た も の を 出 す と な れ ば ま た ま た 減 ら さ れ る わ け で す 。 な の で 、 や っ ぱ り そ う い う 面 で は 技 術 的 な こ と 、 も

し く は 今 後 専 門 的 に そ う い う 野 菜 を 、 今 ま で は 家 庭 菜 園 、 自 分 た ち の 自 家 野 菜 の ち ょ っ と 多 く と れ た 分 を 直 売 所 に 出 す

と か と い う 、 そ う い う ふ う に 出 し て い る よ う に 考 え て 過 去 は 来 て い ま し た け れ ど も 、 今 だ ん だ ん 直 売 所 に 出 し て い る も

の に つ い て は そ れ 専 用 に 出 し て き て い る よ う な や り 方 に 変 え て き て い る 方 も お ら れ ま す の で 、 そ う い う 面 で は 今 後 お っ

し ゃ る と お り 安 全 安 心 な 野 菜 、 地 元 野 菜 を 多 く 使 っ て い た だ く と い う こ と で 、 生 産 者 に も 技 術 的 な 指 導 、 も し く は あ と

は 給 食 セ ン タ ー の ほ う の 対 応 も ご ざ い ま す け れ ど も 、 ど う い う 対 応 で 、 実 は 打 ち 合 わ せ 会 議 を 給 食 関 係 の や つ と あ と は

食 彩 と き わ 館 で は 出 す ほ う 、 供 給 側 の ほ う で の 打 ち 合 わ せ 会 議 を し て ご ざ い ま す 。 そ う い う と こ ろ で 十 分 、 今 後 ふ や せ

るようにみんなと協議してまいりたいと考えてございます。  

○委員長（小野  稔君）  

  ほかに。前田君。  

○前田信一委員  

  農政課長にはこれからも指導をよろしくお願いします。  

  関連として、給食センター所長さんにちょっとお聞きしたいんですけれども、今、地場産品とか県内産とか、冬場には

な い 海 外 の 輸 入 果 物 と か 輸 入 野 菜 あ る か な い か わ か り ま せ ん け れ ど も 、 そ こ ら 辺 の 割 合 と か 、 そ う い う も の が も し わ か
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っていましたら。  

○委員長（小野  稔君）  

  学校給食センター所長。  

○学校給食センター所長（佐々木盛男君）  

  基本的には、食の安心安全ということで国産品、特に地元産で、だんだん輪を広げていって、最終的にはメーンとして

国 産 品 を 使 っ て お り ま す 。 ほ ぼ 全 部 国 産 品 に こ だ わ っ て 使 っ て お り ま す 。 や っ ぱ り 海 外 品 の や つ は 多 分 オ レ ン ジ と か 、

デザートにつくのはそういうのがあるかと思いますけれども、ほぼ国産品でございます。  

○委員長（小野  稔君）  

  ほかに質疑は。浅利君。  

○浅利直志委員  

  同じく農業費の農業振興費にかかわることについてお聞きしたいと思います。ページ数は七十六ページと七十七ページ

にかかわることであります。  

  農産物拠点づくり設立準備委員会に二十五万円ほどですか、予算計上しておるのですけれども、これは農産物拠点づく

り 検 討 委 員 会 と い う の が あ り ま し て 、 こ う い う 要 望 の 取 り ま と め 、 あ る い は 町 の 考 え 方 な ど を ま と め て き た 経 緯 が あ る

わ け で す け れ ど も 、 設 立 準 備 委 員 会 と い う の は ど う い う 構 成 な ん で し ょ う か 。 ど う い う ふ う な の を 考 え て い ら っ し ゃ る

ん で し ょ う か 。 検 討 会 議 で は 直 売 所 の 関 係 者 、 自 営 関 係 者 な ど が 入 っ て お る の で す け れ ど も 、 ど う い う 関 係 者 を 想 定 し

ていらっしゃるのでしょうか。  

○委員長（小野  稔君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  
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  二十五年度に設置しました検討会議については、直接農家の方、生産者の方、それから直売所関係とかＪＡさんという

こ と で 、 い ろ い ろ 詰 め て き た わ け で ご ざ い ま す 。 こ の 設 立 準 備 委 員 会 と な る と 、 今 度 は も う ち ょ っ と 専 門 職 の 強 い 方 、

専 門 家 の 方 を 入 れ て 、 今 ま で 検 討 会 議 も し く は プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム が い ろ い ろ 調 査 な り 検 討 し た 結 果 を も と に 、 専 門 的

分野で少し検討していくということになろうかと思います。具体的に誰、誰というのは今まだ決定してございません。  

  以上でございます。  

○委員長（小野  稔君）  

  ほかに質疑は。浅利君。  

○浅利直志委員  

  まだ決定していないという控え目で着実にやっていこうという姿勢かもしれませんけれども、これはいずれにしても直

売 所 、 そ し て 加 工 施 設 、 レ ス ト ラ ン 、 こ の 三 つ の 施 設 が あ っ た ほ う が い い よ と い う 検 討 に 基 づ い て 、 さ ら に そ れ を 前 に

進 め て い こ う と い う こ と な わ け で す か ら 、 専 門 家 と い え ば そ の 三 つ の 分 野 に か か わ っ た 人 を 進 め て い こ う と い う こ と な

ん で し ょ う け れ ど も 、 そ う す れ ば 選 抜 は 従 来 の 検 討 委 員 会 の メ ン バ ー と い う か 、 そ う い う 人 も 含 め て 検 討 す る ん で す か 。

何 人 ぐ ら い で 検 討 す る ん で す か 。 専 門 家 と 言 っ て い ま す け れ ど も 、 直 売 所 に つ い て は 携 わ っ て い る 人 も あ る わ け で す け

れども、何人ぐらいの方を想定していらっしゃるんですか。予算上はどれぐらい見ているんでしょうか。何回分。  

○委員長（小野  稔君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  前回は人数、十数名ですか、ありましたけれども、もっと少人数にはなろうかと思います。予算上は七名ほど、アドバ

イザーも入れまして七名ほどで計上してございました。  

  以上でございます。  
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○委員長（小野  稔君）  

  ほかに。浅利委員。  

○浅利直志委員  

  アドバイザーも含めて七人ということで、拠点づくりアドバイザー料として、これはお一人の方だと思うんですけれど

も 、 五 十 万 円 ほ ど 予 算 計 上 し て い る わ け で す よ ね 。 年 間 ベ ー ス 、 ア ド バ イ ザ ー 料 と し て 五 十 万 円 と い う こ と な ん で し ょ

う か ら 、 ど う い う ふ う な 方 を 、 経 営 の 面 で の 専 門 家 と い う 意 味 な ん で す か 。 そ れ と も そ う い う 具 体 的 に こ れ か ら 実 施 、

そ う い う 拠 点 づ く り に 実 際 携 わ っ た 人 を ア ド バ イ ザ ー と し て 迎 え る つ も り な ん で し ょ う か 。 ど う い う 方 向 で ア ド バ イ ザ

ーを考えていらっしゃるんですか。  

○委員長（小野  稔君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  アドバイザーにつきましては、二十五年度にお願いしました、名前言ってもいいですね、加藤哲也氏という方なんです

が 、 県 の ほ う の ア ド バ イ ザ ー も し て い ま す し 、 近 隣 で い け ば 弘 前 と か そ う い う と こ ろ も や っ て い る 方 で ご ざ い ま す 。 や

は り 県 の ほ う の ア ド バ イ ザ ー も や っ て い る と い う こ と で 、 専 門 的 に 大 変 そ う い う 面 で は す ぐ れ て い る 方 で ご ざ い ま し て 、

引 き 続 き 二 十 六 年 度 も お 願 い し た い と 。 五 十 万 円 の 中 身 と し ま し て は 、 一 回 来 て い た だ く と い う こ と で 五 万 円 で す 。 掛

ける十回を想定してございます。  

  以上でございます。  

○委員長（小野  稔君）  

  ほかに質疑は。鶴賀谷君。  

○鶴賀谷  貴委員  
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  ページ数は八十三ページです。十五節工事請負費、観光サイン整備工事費三百二十五万円。この事業内容をまずお尋ね

いたします。  

○委員長（小野  稔君）  

  企画財政課長。  

○企画財政課長（能登谷英彦君）  

  この観光サイン整備工事費は、市町村地域振興力向上対策支援事業という事業を活用しまして行うものでございます。

本 年 度 も 実 施 し ま し た 国 道 七 号 の 食 彩 館 に 町 の シ ン ボ ル サ イ ン を 直 し ま し た け れ ど も 、 も う 一 つ 青 銀 の 藤 崎 支 店 の 前 の

ロ ー タ リ ー に 古 い 「 白 鳥 飛 来 地 」 と い う 観 光 サ イ ン が あ る ん で す が 、 こ れ を ち ょ っ と 更 新 し た い な と 、 そ し て 町 の 発 信

を し て い こ う と い う こ と と 、 も う 一 つ は 公 共 施 設 が わ か り に く い と い う こ と で 、 そ こ ら 辺 の 例 え ば 町 を 挙 げ て の イ ベ ン

トですとか、そういうようなことが外に見えるようなペナントをつくるというような二つの仕事を考えてございます。  

○委員長（小野  稔君）  

  鶴賀谷君。  

○鶴賀谷  貴委員  

  町長にお尋ねいたします。なかなか発言する機会がなくてあれでしょうから。  

  平田町長になってから、なべワン―グランプリだとか梅沢富美男さんという形で、藤崎町はご存じのとおり山も海もな

い 、 弘 前 、 青 森 に 比 べ れ ば 観 光 資 源 が な い 地 域 で ご ざ い ま す 。 そ の 中 で そ う い う 町 内 外 に 藤 崎 町 を Ｐ Ｒ し て い っ て い る

と 思 う ん で す け れ ど も 、 関 連 す る よ う で 、 こ れ か ら 町 長 と し て こ の 藤 崎 町 を 町 内 外 に ど う や っ て Ｐ Ｒ し て い き た い の か 、

またこういうふうな別な発想を持っているのか。そういうことをまずお尋ねいたしたいと思います。  

○委員長（小野  稔君）  

  平田町長。  
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○町長（平田博幸君）  

  ご質問ありがとうございます。ご存じのとおり、我が町は国道が二本、七号線、三三九号線、あるいはまた奥羽本線、

そ れ か ら 五 能 線 と 、 交 通 の 要 所 で あ り ま す 。 リ ン ゴ と 米 を 中 心 に 基 幹 産 業 も 発 展 し て き た と こ ろ だ と 私 は 思 っ て い ま す 。

た だ 、 歴 代 の 議 員 初 め 首 長 さ ん 、 我 が 町 を 発 信 す る よ う な 施 設 は 構 築 し て こ な か っ た の か な と 。 残 念 な が ら 、 や っ て き

た ん だ ろ う け れ ど も 、 ち ょ っ と 薄 か っ た の か な と い う よ う な 感 は 議 員 時 代 か ら も あ り ま し た 。 で す か ら 、 ま ず は ふ じ 発

祥 の 地 、 そ し て 有 機 の 里 、 そ し て 何 よ り も 農 産 物 が す ば ら し く 自 然 環 境 を 利 用 し て 農 家 の 方 の 温 か い 情 熱 と か あ り ま し

て 、 ま ず は す ば ら し く 栽 培 さ れ て 評 価 も さ れ て い ま す 。 ご 存 じ の と お り 、 一 月 十 五 日 、 パ ル シ ス テ ム グ ル ー プ の 新 年 賀

詞 交 歓 会 に 私 、 出 席 さ せ て い た だ き ま し た 。 内 外 か ら 全 国 の い ろ い ろ な 関 係 企 業 も も ち ろ ん 含 め て で す け れ ど も 、 千 五

百 人 ほ ど 集 ま っ て い ま す 。 そ の 生 協 さ ん の 理 事 長 初 め 理 事 の 皆 さ ん に 私 は 名 刺 を 一 人 ず つ 渡 し て 、 こ と し も 安 全 安 心 な 、

そ し て 農 家 の 方 が 真 心 込 め た 藤 崎 町 の 農 産 物 、 畜 産 物 を ひ と つ よ ろ し く お 願 い し ま す と い う ご 挨 拶 も さ せ て い た だ き ま

した。  

  今回の予算案に提案されている拠点づくりの基本構想も、いわゆるそういうもろもろを町の発信するようなテーマパー

ク を 設 け た 拠 点 づ く り を し た い と い う こ と で の 基 本 構 想 と い う こ と で 、 ま ず は 議 員 各 位 の 理 解 の も と に 、 単 に ス ペ ー ス

を 広 げ る だ け じ ゃ な く し て 、 観 光 客 が 来 た ら 、 あ そ こ に は 寄 っ た ほ う が い い と い う よ う な も の を 発 信 す る よ う な も の を

つ く っ て い か な い と 、 だ ん だ ん 通 過 点 に な っ て し ま う だ ろ う と い う こ と で 、 今 後 は 拠 点 づ く り 、 そ し て ま た 藤 崎 の 駅 も

先 般 完 成 し ま し た け れ ど も 、 あ れ に は 今 度 リ ン ゴ を な ら せ ま す 。 赤 い リ ン ゴ を 三 月 中 に 、 こ れ は ア ー ト で す の で 、 本 物

の リ ン ゴ を な ら せ る わ け で は な い で す 。 そ う い う よ う な 工 夫 も し て 、 も っ と も っ と ふ じ 発 祥 の 地 、 そ し て 有 機 の 里 、 そ

し て 大 粒 の ニ ン ニ ク 、 も ろ も ろ 全 国 内 外 に 発 信 し て い く た め に は 英 知 を 結 集 し な が ら 着 実 に 前 に 進 む と い う こ と で 、 も

ちろんタレントの梅沢富美男さんも活用しながら発信していきたいと思っております。  

  以上であります。  
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○委員長（小野  稔君）  

  ほかに質疑はありませんか。浅利君。  

○浅利直志委員  

  今、町長からテーマパークのような施設を設けたいんだという意向が表明されたところでありますけれども、その一つ

の 柱 が 本 年 度 の 基 本 構 想 で 五 百 二 十 九 万 円 ほ ど と い う こ と な ん だ ろ う と 思 い ま す け れ ど も 、 こ れ 当 初 は 基 本 設 計 ま で や

ろ う と か と い う 話 で も あ り ま し た よ ね 。 議 員 の 協 議 会 に は そ こ ま で の 話 も 出 て い た ん で す け れ ど も 、 町 長 が 基 本 構 想 を

と に か く ま と め よ う と い う よ う な こ と で 、 基 本 構 想 の 委 託 料 と い う こ と だ っ た わ け で す け れ ど も 、 そ う す れ ば 委 託 料 五

百 二 十 九 万 と い う 、 こ れ は 一 般 に 基 本 構 想 を パ ン フ レ ッ ト で つ く る と い う わ け で な く 、 行 政 に 提 供 す る 、 ま た 同 時 に 議

会 に 提 供 す る も の だ と 思 う ん で す け れ ど も 、 基 本 設 計 が 入 ら な い の で あ れ ば 五 百 二 十 九 万 円 も 必 要 な い よ う に 私 ど も 素

人 的 に は 感 ず る ん で す け れ ど も 、 こ れ は 基 本 設 計 は ま ず 入 っ て い な い の か ど う か 。 だ け れ ど も 、 最 終 的 に は ど う い う 施

設 規 模 に す る の か と い う と こ ろ ま で 結 論 は 出 す ん で す よ ね 。 出 す の か ど う か と い う 二 つ の 点 に つ い て お 聞 き し た い と 思

います。  

○委員長（小野  稔君）  

  平田町長。  

○町長（平田博幸君）  

  まず、七十七ページの委託料の基本構想についての五百二十九万二千円、このことについてのご質問だと解釈しており

ま す 。 先 般 、 全 協 で も 議 員 の 皆 さ ん か ら 非 常 に 熱 心 な 、 久 し ぶ り に 熱 心 な 議 論 が 活 発 に 展 開 さ れ た と 思 っ て お り ま す 。

そ の 中 で 、 い ろ ん な 意 味 で 議 員 の 皆 さ ん か ら 心 配 も あ っ た よ う な 解 釈 も 私 受 け て い ま す 。 で す か ら 、 ま ず は こ の 予 算 内

で ま ず 近 隣 市 町 村 の 商 況 、 買 い 物 、 そ う い う 何 と い う か 、 こ こ 全 体 の 、 青 森 県 全 体 、 津 軽 全 体 の リ サ ー チ も 、 人 の 動 き

と か リ サ ー チ 、 あ る い は ど う い う も の を や っ た ら ヒ ッ ト す る と か 、 そ う い う リ サ ー チ も 前 段 と し て や っ て い き た い と 思
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っ て お り ま す 。 そ の リ サ ー チ が 出 た 上 で 基 本 構 想 に 入 っ て 、 ど う い う 設 備 を し た ら い い か 、 あ る い は 加 工 食 品 で あ れ ば

ど う い う も の を や っ た ら い い か 、 ヒ ッ ト す る か 、 そ う い う リ サ ー チ も ま ず 含 め た 形 の 業 務 委 託 料 だ と 解 釈 し て い た だ け

ればいいと思います。  

○委員長（小野  稔君）  

  ほかに質疑はありませんか。奈良岡君。  

○奈良岡文英委員  

  農林水産業費で八十ページの福舘地区ほ場整備事業負担金について伺いたいと思います。  

  これは暗渠と用排水の整備ということで伺っておりますけれども、今現在というか、二十六年度でこの事業は終了の予

定なんでしょうか。  

○委員長（小野  稔君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  整備事業そのものですね。（「工事の関係ですね」の声あり）工事というか事業期間は二十三年から二十八年度という

ふうになっています。  

  以上です。  

○委員長（小野  稔君）  

  奈良岡君。  

○奈良岡文英委員  

  その事業の中で要件の一つに担い手の集積要件というのがあると思うんですけれども、それによって受益者の負担率が

変わってくるというふうに聞いていますけれども、担い手の集積の見通しというのはどのようになっていますか。  
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○委員長（小野  稔君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  福舘地区につきましては、今の事業を開始する前の状態で担い手が七名ということでございました。二十二年です。そ

の 所 有 貸 借 、 こ の 方 々 の 面 積 が 三 十 八 ・ 八 ヘ ク タ ー ル で す 。 今 回 の ほ 場 整 備 事 業 に つ き ま し て は 、 地 元 負 担 二 二 ・ 五 ％

で 、 そ の う ち の 一 〇 ％ を 町 で 出 し て い る わ け で す が 、 あ と 残 り の 一 二 ・ 五 ％ が 生 産 者 の 方 、 受 益 者 負 担 と い う こ と に な

る わ け で す 。 そ の 一 二 ・ 五 ％ に つ い て は 、 集 積 を 進 め れ ば 助 成 と い う か 加 算 に つ い て 、 そ の 一 二 ・ 五 ％ の う ち の 最 高 、

福 舘 地 区 に つ い て は 五 ％ を 国 の ほ う で 助 成 す る と 。 つ ま り 、 規 定 ど お り 、 示 し て い る と お り の 集 積 が 進 め ば 、 一 二 ・

五 ％ の 負 担 が 七 ・ 五 ％ の 負 担 ま で 落 ち ま す よ と い う こ と で ご ざ い ま す 。 そ れ で い き ま す と 、 最 高 で い き ま す と 、 二 十 九

年 度 、 事 業 が 終 わ っ た 次 の 年 で す 、 担 い 手 の 設 定 を 十 名 と い う こ と に い た し ま す 。 そ う す る と 、 そ の 方 々 に 所 有 の も の

も 含 め て 、 あ と 貸 借 も 含 め て 、 八 十 二 ・ 三 ヘ ク タ ー ル の 農 地 を 集 め よ う と い う こ と で の 計 画 で ご ざ い ま す 。 そ う な る と 、

最 高 の 一 二 ・ 五 ％ が 七 ・ 五 ％ ま で 落 ち ま す と い う こ と な ん で す が 、 た だ 、 こ こ に 二 十 四 年 度 の 実 績 で ご ざ い ま し て 、 こ

れ が 四 十 一 ・ 三 ヘ ク タ ー ル と い う こ と に な っ て い ま す 。 四 十 一 ・ 三 で す か ら 、 こ れ を 八 十 二 ・ 三 の 目 標 な ん で す が 、 せ

め て 八 十 、 そ の 辺 ま で 上 げ る た め に は ま だ ま だ 集 積 を 進 め な け れ ば な ら な い と い う 状 況 で ご ざ い ま す 。 こ れ に つ い て は

い ろ い ろ 、 や は り 地 域 の 人 で な い と 、 例 え ば こ う い う 話 も あ り ま す 。 こ の 人 に は 貸 し た く な い と か 、 そ う い う 話 も あ る

わ け で ご ざ い ま す け れ ど も 、 や は り そ れ は 当 時 そ の 事 業 を や る と き に 、 受 益 者 の 皆 さ ん か ら ほ ぼ 一 〇 〇 ％ 同 意 し て い た

だ き た い と 、 そ の 事 業 の 説 明 を 聞 い て オ ー ケ ー し た と い う こ と も ご ざ い ま す の で 、 ま ず は 地 元 の 人 た ち が 十 分 受 益 者 の

方 々 で お 話 を し て い た だ く と 。 何 と か こ の 制 度 を 使 っ て 自 己 負 担 を 減 ら す と い う こ と で の 協 議 を 十 分 し て い た だ く と 。

そ し て 、 行 政 の ほ う で も 、 そ れ は 地 元 で や れ と い う こ と じ ゃ な い ん で す 。 行 政 も 当 然 の こ と な が ら 一 緒 に な っ て 考 え て

いかなければならないんだと思ってございます。  
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  一般質問の中でもお話ありましたけれども、ビジョンです。今、米政策の改革で変わるということで、五年後というこ

と な ん で す が 、 そ れ ま で 待 っ て い ら れ な い と い う こ と で 、 来 年 度 か ら 水 田 農 業 に 対 す る ビ ジ ョ ン の 策 定 と い い ま す か 、

そ れ に 取 り か か る と い う こ と に し ま す 。 そ れ と 同 時 に 、 今 現 在 や っ て い る 人 ・ 農 地 プ ラ ン 、 こ の 中 に も 担 い 手 の 人 と か

い っ ぱ い あ る わ け で す 。 そ れ は 当 然 な が ら 地 元 の 皆 さ ん の 合 意 の も と に つ く ら れ た 計 画 と い う こ と で ご ざ い ま す の で 、

そ の ビ ジ ョ ン を 進 め る こ と と 、 あ と は 人 ・ 農 地 プ ラ ン の 見 直 し も 含 め て 、 今 後 で き れ ば 決 定 す る の が 二 十 九 年 度 と い う

こ と な の で 、 そ の 前 、 二 十 八 年 度 ま で に は 何 と か 少 し で も 地 元 負 担 、 農 家 の 方 の 負 担 を 減 ら せ る よ う に 、 そ う い う 会 合

を何回もできる限り持っていきたいと考えてございます。  

  以上でございます。  

○委員長（小野  稔君）  

  奈良岡君。  

○奈良岡文英委員  

  地元の農家の負担を少しでも少なくしていくということで、行政側、地元の市町村の応援というか、担い手集積のため

の支援対策を十分講じてほしいと思います。  

  今の答弁の中で、二十六年度に水田営農ビジョンを策定したいという話でしたけれども、具体的にそれはどういう段取

りでやるつもりでしょうか。  

○委員長（小野  稔君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  お答えいたします。  

  ビジョンを二十六年度一年ではちょっと策定というのは無理かもしれません。もうちょっと二十六年度中に、今まだ国
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の 政 策 関 係 と か 、 例 え ば 中 間 管 理 機 構 の 問 題 に し て も ま だ ち ょ っ と 不 透 明 な 点 も あ る と い う こ と で 、 二 十 六 年 度 、 そ れ

が は っ き り し た 時 点 で 、 二 十 六 年 度 か ら ビ ジ ョ ン の 作 成 に 取 り か か ろ う か な と 。 多 分 、 二 十 六 年 度 中 の 策 定 と い う の は 、

十 分 協 議 が 必 要 で あ る の で 、 そ の 年 度 内 の 策 定 は ち ょ っ と 無 理 か も し れ ま せ ん 。 た だ 時 間 を か け る だ け で な く て 、 じ っ

くり皆さんと協議して詰めていくということにしたいと考えてございます。  

○委員長（小野  稔君）  

  ほかにありませんか。浅利君。  

○浅利直志委員  

  保健衛生費、七十一ページのところでございます。五目、乳幼児及び子ども医療費等給付費三千五百万円ほど計上され

て お る の で す け れ ど も 、 た し か 説 明 で は 七 百 七 十 万 円 ほ ど 増 加 に な っ た ん で す と い う よ う な こ と で 、 中 学 校 ま で だ と 。

中 学 校 ま で は 昨 年 か ら や っ て い る と 思 う ん で す け れ ど も 、 増 加 の 要 因 で す ね 。 そ の 辺 は ど う い う ふ う に 見 て い ら っ し ゃ

るのかということです。  

○委員長（小野  稔君）  

  住民課長。  

○住民課長（三浦郁雄君）  

  お答えいたします。  

  前年度と比較して七百万円ほど増となっておりますけれども、前年度は中学生の場合は七月の診療分からということで、

支 払 い の ほ う は 九 月 か ら 実 際 支 払 い を し て お り ま す 。 そ れ と 、 前 年 度 の 当 初 予 算 を 積 算 す る に 当 た っ て 、 二 十 四 年 も 小

学 生 に つ い て は 六 月 診 療 分 か ら と い う こ と で 八 月 分 か ら 実 際 支 払 い し て い る ん で す が 、 そ の 辺 を ち ょ っ と 積 算 す る に 当

た っ て 勘 違 い し て 年 間 分 と し て 計 算 し た た め に 、 昨 年 度 と 比 較 す る と 七 百 万 円 ほ ど ふ え て お り ま す 。 実 際 は こ の 内 訳 は 、

乳幼児が一千九百七十万円余り、小学生が一千二百四十九万円余り、中学生は三百四十万円余りです。  
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  以上です。  

○委員長（小野  稔君）  

  ほかに質疑はありませんか。浅利君。  

○浅利直志委員  

  今のことなんですけれども、就学前といいますか、それが一千九百七十万円、約二千万円、そして小学生分が一千二百

四 十 万 円 、 中 学 生 分 が 三 百 四 十 万 円 ほ ど と い う 説 明 で 、 年 間 ベ ー ス と し て は こ れ で い く と い う こ と で 、 町 長 の 思 い の 入

っ た 町 独 自 の 施 策 で も あ る わ け で す け れ ど も 、 町 長 に お 聞 き し ま す け れ ど も 、 こ れ も っ と 中 学 生 か ら 高 校 生 ま で い く と

か 、 そ う い う こ と は 考 え て い ら っ し ゃ る の か と い う こ と と 、 も う 一 つ は 少 な く て も 一 番 医 者 に か か る と い い ま す か 、 そ

う い う 点 で 入 学 前 、 こ こ ま で は 所 得 制 限 は 外 し て 、 所 得 が 高 い 人 、 児 童 手 当 の 上 限 で い け ば 六 百 万 円 に も な る ん で し ょ

う か 。 そ う い う 人 、 本 当 に 六 百 、 七 百 万 円 、 本 当 に 高 い 人 以 外 は 所 得 制 限 を 外 す と い う 、 所 得 制 限 を 緩 和 す る か 、 そ う

いう取り組みはするつもりがあるのかどうか、お聞きいたします。  

○委員長（小野  稔君）  

  平田町長。  

○町長（平田博幸君）  

  まずは先の高校生まで拡大するのかということでございますが、財政もパイは限られていまして、恐らく二十七年度か

ら は 地 方 交 付 税 が 本 当 に 減 額 に 向 か っ て い き ま す 。 担 当 課 の ほ う で は 二 十 七 年 か ら 五 カ 年 で 約 六 億 円 ほ ど の 減 額 が あ る

だ ろ う と い う シ ミ ュ レ ー シ ョ ン も 出 し て い ま す 。 で す か ら 、 そ う い う 財 政 等 を 鑑 み て 、 ま ず は 今 の 段 階 で は 高 校 生 ま で

というのはまだ検討もしてございません。  

  また、後段の所得制限の話でございますが、これをやった当時から担当課、それから財政とも所得制限撤廃については

私 ど も 担 当 課 、 関 係 す る と こ ろ で 協 議 も し ま し た 。 お お む ね 所 得 制 限 撤 廃 し た い の は や ま や ま で ご ざ い ま す 。 私 も そ う
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し た い で す 。 た だ 、 財 政 も あ る 上 、 あ る 程 度 の 所 得 制 限 は や む を 得 な い だ ろ う と い う こ と で 、 こ れ は 現 状 の ま ま 、 こ れ

か ら も 推 移 す る と い う こ と で ご ざ い ま す 。 ま た 、 地 方 交 付 税 等 も 含 め て 、 財 源 が ま た 目 減 り す る よ う な 予 測 を 立 て て い

ま す け れ ど も 、 今 後 ま た そ う い う 地 方 交 付 税 と か の 財 源 が ち ょ っ と で も 横 ば い か ら ア ッ プ と い う と き に は ま た 検 討 し た

いと思っております。  

  以上であります。  

○委員長（小野  稔君）  

  ほかに質問ありませんか。浅利君。  

○浅利直志委員  

  たしか次のページだと思いましたけれども、同じく民生費の六十五ページ、保育士等処遇改善臨時特例補助金一千百七

十 四 万 。 こ れ も 昨 年 の 九 月 議 会 で し た か 、 十 二 月 議 会 で し た か 、 昨 年 末 か ら 実 施 さ れ て い ま す よ ね 。 今 年 度 も 一 千 百 七

十 四 万 ほ ど 計 上 さ れ て い る わ け で あ り ま す 。 と こ ろ で 、 こ れ は 保 育 士 の 処 遇 を 改 善 し な き ゃ な ら な い と い う こ と で 、 も

う 平 成 二 十 五 年 度 も 支 払 い 済 み な わ け で す 。 来 年 度 も 支 払 う と い う こ と で す け れ ど も 、 こ れ を 一 体 ボ ー ナ ス の 分 に 対 応

し た の か 、 時 間 外 の 分 に 対 応 し た の か 、 そ れ と も パ ー ト の 人 の 基 本 給 の 部 分 に 対 応 し た の か 、 ど う い う ふ う に し て 改 善

さ れ た か と い う の は ど こ で ど う い う ふ う に し て チ ェ ッ ク し て い く の か 。 そ の 辺 は ど う い う ふ う に な っ て い ら っ し ゃ る ん

でしょうか。  

  またもう一つ、ことしも計上するけれども、来年もこれは計上は確実なものなんですか。来年も次の年もという、いつ

までということがあるんでしょうか。その二点についてお聞きいたします。  

○委員長（小野  稔君）  

  住民課長。  

○住民課長（三浦郁雄君）  
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  お答えいたします。  

  まず、そのチェックはどのようにやるのかというご質問だったと思いますけれども、事業が完了してから、町の住民課

の ほ う に 事 業 が 完 了 し た 旨 の 届 け 出 が ご ざ い ま す 。 そ れ に 基 づ き ま し て 、 役 場 の ほ う に 来 て も ら う か 、 ま た は 職 員 が 各

保育所のほうへ出向くかはまだ決めておりませんが、関係帳簿などを調査確認したいと思っております。  

  また、どういうふうな点で改善があったのかというご質問ですけれども、まだ実績報告書が来ていないので、交付申請

の 段 階 で の 改 善 策 に つ い て お 話 し し た い と 思 い ま す 。 三 法 人 七 保 育 所 あ る わ け で す け れ ど も 、 特 に 保 育 所 名 は 控 え さ せ

て い た だ き ま し て 、 ま ず 一 人 当 た り 月 額 平 均 七 千 七 百 五 十 円 、 年 間 で 九 万 三 千 円 、 一 時 金 と し て 保 育 士 及 び 保 育 士 以 外

の 常 勤 の 職 員 に 支 払 い 、 短 時 間 の 勤 務 の 方 に は 月 額 三 千 八 百 七 十 五 円 、 年 間 で 四 万 六 千 五 百 円 、 一 時 金 と し て 上 乗 せ し

て 支 払 い ま す と い う ケ ー ス と 、 あ と は 常 勤 の 職 員 で 一 人 当 た り 月 額 八 千 円 の 年 間 で 九 万 六 千 円 、 一 時 金 と し て 一 万 二 千

円 支 払 い し て 、 合 計 で 十 万 八 千 円 払 い ま す と い う ケ ー ス 、 そ れ と あ と も う 一 つ は 勤 続 年 数 が 五 年 未 満 の 職 員 に は 月 額 七

千 円 上 乗 せ し ま す と 、 五 年 以 上 十 年 未 満 の 職 員 に は 九 千 円 、 十 年 以 上 十 五 年 未 満 の 職 員 に は 一 万 円 、 十 五 年 以 上 勤 務 し

ている職員には月額一万二千円上乗せしますと、この三種類でございます。  

  それと最後に、平成二十七年もこの事業が継続していくのかどうかというご質問だったと思いますけれども、平成二十

六 年 に つ き ま し て は 県 の ほ う か ら 事 業 を 継 続 し て い く 旨 の 連 絡 が ご ざ い ま し た 。 た だ 、 平 成 二 十 五 年 度 は 十 分 の 十 、 一

〇 〇 ％ の 補 助 率 だ っ た ん で す け れ ど も 、 平 成 二 十 六 年 度 に つ い て は 国 が 四 分 の 三 、 県 が 八 分 の 一 、 町 の 持 ち 出 し が 八 分

の一ということでしたが、当町としては事業を継続して実施していきたいということでございます。  

  以上です。  

○委員長（小野  稔君）  

  ほかにありませんか。浅利君。  

○浅利直志委員  
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  処遇改善ですね、子育て支援という側面も含めて全国的に必要だということで国でやったわけでございますけれども、

そ れ は 具 体 的 な 進 行 状 況 は 三 月 末 な の か 四 月 中 な の か わ か り ま せ ん け れ ど も 、 具 体 的 に 進 ん で い く よ う に チ ェ ッ ク 機 能

は十分果たしてほしいということを要望しておきます。  

  関連してお聞きするんですけれども、うちのほうのパート職員だとか調理員だとか学童保育、これも前年度並みに計上

さ れ て い る よ う に ち ょ っ と 見 え た ん で す け れ ど も 、 何 か 改 善 策 は 考 え て い ら っ し ゃ る ん で す か 。 総 務 課 長 で も よ ろ し い

で す し 、 財 政 課 長 で も よ ろ し い で す 。 そ の 辺 の 改 善 策 の 予 算 化 と い う の は ど う い う ふ う に や っ て 、 改 善 策 、 予 算 化 さ れ

ていないならいないでも結構ですけれども、どういうふうになっていらっしゃるんでしょうか。  

○委員長（小野  稔君）  

  総務課長。  

○総務課長（五十嵐  晋君）  

  今のパート職員等の賃金のお話でございますが、職員そのものの給与も昨年の人勧で据え置きとなってございます。し

たがいまして、パート職員についても増額という措置はしておらない状況でございます。  

  以上でございます。  

○委員長（小野  稔君）  

  ほかにありませんか。野呂君。  

○野呂日出男委員  

  まず、歳入についてお伺いします。町税の十九ページです。固定資産税の減額がありますけれども、この主な要因につ

いてお伺いします。  

○委員長（小野  稔君）  

  税務課長。  
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○税務課長（横山精逸君）  

  お答えします。  

  固定資産税については、毎年四月一日現在の宅地の価格が県から各市町村の地価調査価格ということで公表されており

ま す 。 こ の 県 の 公 表 で は 、 平 成 二 十 五 年 度 は 藤 崎 町 は 平 均 で 五 ・ 七 ％ 下 落 し て い る と い う こ と で 公 表 さ れ ま し た 。 こ れ

に 基 づ き ま し て 、 町 で も 町 の 基 準 値 の 価 格 を 調 査 し た 結 果 、 平 均 で 四 ・ 九 ％ 下 落 し て い る と い う こ と で ご ざ い ま す 。 よ

って、宅地の価格を下方修正したため、固定資産税の予算が前年度と比べて下がったのが大きな要因でございます。  

  以上でございます。  

○委員長（小野  稔君）  

  野呂君。  

○野呂日出男委員  

  ページが四十五ページです。  

  二款総務費一項総務管理費の中の非常用直流電源装置保守業務委託料が三万五千円ですけれども、きょう震災になった

十 一 日 で す け れ ど も 、 そ れ に 関 連 し て 庁 舎 の 非 常 電 源 は ど の よ う な シ ス テ ム に な っ て い る の か 、 お 知 ら せ 願 い た い と 思

います。  

○委員長（小野  稔君）  

  総務課長。  

○総務課長（五十嵐  晋君）  

  庁舎の非常用電源といういうことですが、現在発電機のほうを設置してございます。停電が起きた場合には即時にその

電源に切りかわって、一定のコンセントからは電源がとれるような状況になってございます。  

  以上でございます。  
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○委員長（小野  稔君）  

  ほかにありませんか。野呂君。  

○野呂日出男委員  

  次に、五十一ページですけれども、その中に診療所電気設備改修工事がありますけれども、三百七十万円ほどですけれ

ども、この工事の中身についてご説明願います。  

○委員長（小野  稔君）  

  福祉課長。  

○福祉課長（齋藤美津昭君）  

  お答えを申し上げます。  

  これは、藤崎病院では現在、高圧受電装置、いわゆるキュービクルというものがありまして、そこから電気を引き込ん

で い る わ け で ご ざ い ま す が 、 そ の 中 に あ り ま す ト ラ ン ス の 中 に Ｐ Ｃ Ｂ が 含 ま れ て い る と い う こ と で ご ざ い ま す 。 具 体 的

に ご 説 明 申 し 上 げ ま す が 、 本 来 で あ れ ば こ の ト ラ ン ス の 中 に は 既 に Ｐ Ｃ Ｂ は 廃 止 さ れ て ご ざ い ま し て 、 入 る こ と は 本 来

は な い わ け で ご ざ い ま す が 、 一 般 的 に は ど う い う わ け か そ う い う も の が 混 入 さ れ て い る と い う こ と に な っ て ご ざ い ま す 。

こ れ は 、 我 が ほ う の 入 っ て い る ト ラ ン ス が 一 九 八 一 年 製 造 の も の で あ り ま し て 、 本 来 で あ れ ば 、 た だ い ま 申 し 上 げ ま し

た と お り Ｐ Ｃ Ｂ は 入 っ て い な い と い う こ と な ん で す が 、 そ れ が 入 っ て い る 機 種 に 該 当 し ま す 。 そ れ が 平 成 二 十 八 年 七 月

ま で に こ れ ら Ｐ Ｃ Ｂ が 入 っ て い る も の に つ い て は 全 て 処 理 し な け れ ば な ら な い と い う こ と が 義 務 づ け ら れ て お り ま す 。

そ の よ う な こ と か ら 、 今 回 キ ュ ー ビ ク ル の 中 の ト ラ ン ス を 取 り か え る と い う の が こ の 工 事 の 趣 旨 で ご ざ い ま す 。 ま た 、

あ わ せ て 、 ご ら ん に な れ ば わ か る ん で す が 、 キ ュ ー ビ ク ル そ の も の 、 そ れ は 箱 に な る わ け で す が 、 箱 本 体 の 腐 食 も 進 ん

で お り 、 雨 漏 り が 見 ら れ る な ど 、 電 気 保 安 協 会 か ら 危 険 で あ る と 指 摘 を 受 け て お り ま し て 、 あ わ せ て こ の 修 繕 も 行 う と

いうことになっております。  
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  具体的に金額の内容でありますが、キュービクルのトランスの入れかえ工事が百十三万円余り、それから腐食に伴う修

繕 の 工 事 が 九 十 三 万 円 余 り 、 そ れ か ら フ ェ ン ス 、 い わ ゆ る 危 険 な も の で ご ざ い ま す の で 、 囲 ん で お る フ ェ ン ス が あ り ま

す が 、 こ の フ ェ ン ス の 工 事 も あ り ま し て 、 こ れ が 百 万 円 余 り 、 そ れ か ら 諸 経 費 な ど も 含 め て 三 百 八 十 八 万 円 と い う こ と

になってございます。  

  以上です。  

○委員長（小野  稔君）  

  ほかにありませんか。浅利君。  

○浅利直志委員  

  今の野呂さんの質問と関連するんですけれども、診療所の施設の老朽化ですね、これ委託契約といいますか、その診療

所 を 協 定 す る と き に ど う い う ふ う な 、 例 え ば Ｐ Ｃ Ｂ が 混 入 さ れ た ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン と い い ま す か 、 ト ラ ン ス だ っ た と

い う の は 一 九 八 一 年 だ か 一 九 八 二 年 型 で あ れ ば な い は ず な ん だ け れ ど も 、 し て い た と 。 そ れ に つ い て は 義 務 的 な 側 面 が

あ る ん で す け れ ど も 、 周 り の フ ェ ン ス だ と か そ の 辺 ま で 診 療 所 の ほ う が 負 担 す る の で は な く て 自 治 体 が 負 担 し な け れ ば

な ら な い と い う 何 か 覚 書 だ と か な ん と か は 、 協 議 し た 結 果 そ う な っ た と い う 、 協 議 し な け れ ば な ら な い と い う 協 定 な ん

ですか。その辺、修繕費についてはどういう規定になっていらっしゃるんでしょうか。  

○委員長（小野  稔君）  

  福祉課長。  

○福祉課長（齋藤美津昭君）  

  これに類似する件に関しては、以前も病院内の名称はちょっとあれですが、機器の取りかえということで浅利委員から

ご 質 問 が あ っ た と 承 知 し て お り ま す が 、 こ れ ら 指 定 管 理 に 関 す る 修 繕 等 に つ い て の 、 特 に 病 院 に 関 し て の 覚 書 、 協 定 の

中 に は そ れ ら の 協 定 の 内 容 の 修 繕 に 関 し て は 明 確 に 記 載 さ れ て お り ま せ ん 。 前 に も 私 の ほ う か ら ご 説 明 申 し 上 げ ま し た
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が 、 指 定 管 理 者 の ほ う の 一 般 的 な 修 繕 関 係 に 関 し て は 、 基 本 的 に 財 産 は 町 の も の で ご ざ い ま す の で 、 三 十 万 円 以 上 か か

ったものに関してはその都度協議して、できるだけ町のほうが持つという形で対応してきているところでございます。  

  以上です。  

○委員長（小野  稔君）  

  ほかにありませんか。浅利君。  

○浅利直志委員  

  前もそう聞いた記憶があるんですけれども、三十万円程度だったらいいけれども、三百万円にもなりますと、また今後

の 運 営 に も か か わ る こ と だ と 思 い ま す の で 、 ひ と つ 町 の 財 産 と い う こ と で は あ り ま す け れ ど も 、 修 繕 に 関 す る ル ー ル も

それなりに明確化させていただきたいなということを要望しておきます。  

  引き続き、六十二ページの藤崎老人福祉センター改修工事費一億七千万円ほど計上されているんですけれども、藤崎の

福 祉 セ ン タ ー の ど う い う 部 分 を 主 に 改 装 す る の で し ょ う か 。 工 事 請 負 費 、 同 じ 六 十 二 ペ ー ジ に 一 億 七 千 八 百 万 円 ほ ど 計

上 さ れ て い る ん で す け れ ど も 、 温 泉 部 分 と そ の 他 附 帯 す る ど う い う 工 事 の 内 容 を 想 定 し て い ら っ し ゃ る の で し ょ う か 。

積算の基本的な根拠をお知らせしていただきたい。  

○委員長（小野  稔君）  

  福祉課長。  

○福祉課長（齋藤美津昭君）  

  お答えを申し上げます。  

  修繕の内容については、ただいま現在工事中である常盤老人福祉センター同様、浴場のまず全面工事をいたします。そ

し て 、 今 現 在 新 し い 浴 場 の ほ う に は 温 泉 の サ ウ ナ も つ い て お り ま す の で 、 同 じ よ う に 常 盤 老 人 福 祉 セ ン タ ー 同 様 に サ ウ

ナ も つ け た い と 考 え て お り ま す 。 そ し て 、 館 内 は 現 在 、 藤 崎 の ほ う に も 冷 房 が 入 っ て お り ま せ ん の で 、 こ れ に つ い て も
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冷 房 を つ け た い と 、 全 館 冷 房 に し た い と い う 考 え 方 を 持 っ て お り ま す 。 そ れ と 、 館 内 の 照 明 器 具 に つ い て は Ｌ Ｅ Ｄ の 照

明 に 全 館 取 り か え た い と 。 そ れ か ら 、 温 泉 の 源 泉 が も う 多 分 ご 存 じ の と お り だ と 思 い ま す が 、 上 下 水 道 課 の 庁 舎 の ほ う

か ら 源 泉 が あ り ま す の で 、 そ こ か ら 引 き 込 ん で い る と 。 送 水 管 に よ っ て 現 在 の 国 道 を 横 切 っ て 来 て お り ま す 。 そ の 送 水

管 に つ い て も 、 都 度 都 度 、 昨 年 で し た か 、 二 十 四 年 度 に 温 泉 の 漏 れ も あ っ た り 、 そ れ か ら か な り 腐 食 も 進 ん で い る こ と

が 予 想 さ れ て お り ま す 。 こ れ ら の 送 水 管 に つ い て も 、 こ の 機 会 を も っ て 入 れ か え し た い と い う こ と を 考 え て お り ま す 。

あ わ せ て 、 そ れ ら に 附 帯 す る お 湯 を た め る タ ン ク や ポ ン プ 、 そ う い う も の も 修 繕 し た い と 、 入 れ か え し た い と い う 考 え

を 持 っ て お り ま す 。 あ と は 、 建 物 本 体 に 関 し て は ア ル ミ 建 具 の 劣 化 な ど が あ り ま す の で 、 こ れ ら の 劣 化 に 対 す る 補 修 、

ひ び 割 れ の シ ー リ ン グ な ど も 一 応 考 え て お り ま す 。 あ と 、 駐 車 場 も 老 人 福 祉 セ ン タ ー 専 用 の 駐 車 場 と い う の は 、 役 場 の

駐 車 場 と の 境 界 に お よ そ 何 台 で し ょ う ね 、 十 五 、 六 台 あ る ん で す が 、 中 庭 の ほ う が 今 あ い て い る 、 ち ょ う ど 藤 崎 診 療 所

と 老 人 福 祉 セ ン タ ー の 間 に 中 庭 が あ る ん で す が 、 そ こ に 駐 車 場 を 整 備 し た い と い う 考 え を 持 っ て お り ま す 。 重 立 っ た 補

修、修繕の内容は以上でございます。  

○委員長（小野  稔君）  

  ほかにありませんか。清水君。  

○清水孝夫委員  

  ページ数は四十六ページです。企画費の十九節の最後のふじさき地域活性化助成金について、中身についてお知らせ願

います。  

○委員長（小野  稔君）  

  企画財政課長。  

○企画財政課長（能登谷英彦君）  

  このふじさき地域活性化助成金は、地域の課題を解決する地域の団体が申請して、上限二十五万円でいろんな活動をす
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る と い う 事 業 で ご ざ い ま し て 、 二 十 三 年 度 ス タ ー ト し て ご ざ い ま す 。 二 十 三 年 度 が 四 件 の 九 十 一 万 円 、 二 十 四 年 度 が 五

件 の 百 二 十 五 万 円 、 そ し て こ と し 二 十 五 年 度 は 八 件 の 百 六 十 八 万 五 千 円 が 、 百 五 十 万 円 の 予 算 で 足 り な く な っ た と い う

こ と で 、 六 月 の 補 正 さ せ て い た だ き ま し た 。 今 回 も 大 体 七 団 体 な い し は 八 団 体 、 町 長 は こ の 前 発 表 会 や っ た と き は そ れ

以 上 要 望 し て お り ま し た け れ ど も 、 と り あ え ず 百 五 十 万 円 、 前 年 度 並 み を 見 て お り ま す 。 も し 、 さ ら に 地 域 の 活 動 を し

たいという団体があれば、さらに追加して応援したいというふうに考える事業でございます。  

  以上でございます。  

○委員長（小野  稔君）  

  清水君。  

○清水孝夫委員  

  大変いい事業ですけれども、これは何年度までやる予定なんでしょうか。  

○委員長（小野  稔君）  

  企画財政課長。  

○企画財政課長（能登谷英彦君）  

  合併した町が基金造成して、今十一億円ほど持っているまちづくり振興基金という基金がございます。これが果実運用

と い う 形 で 利 息 が あ る う ち は こ れ を 原 資 と し て 活 用 し て い き た い と 考 え て お り ま す の で 、 そ れ の 元 金 を 取 り 崩 さ な い 限

りは続けていきたいと考えております。  

○委員長（小野  稔君）  

  清水君。  

○清水孝夫委員  

  ちょっと関連で質問したいんですけれども、二十五年度まで原子燃料サイクル事業で事業をやってまいりましたけれど
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も 、 二 十 六 年 度 か ら は 廃 止 と い う こ と で 、 先 般 、 県 の ほ う で 六 月 ご ろ で す か 、 今 ま で も ら っ て い た と こ ろ に ま た 県 の ほ

う で 単 独 で 出 す よ う な 話 を し て い ま す 。 そ う い う 質 問 よ ろ し い で す か 。 （ 「 は い 、 い い で す 」 の 声 あ り ） 町 と し て は 見

込んでいるんでしょうか。幾らぐらい見込んでいるんでしょうか。  

○委員長（小野  稔君）  

  平田町長。  

○町長（平田博幸君）  

  これは、県議会で審議してございますので、金額については私からは差し控えたいと思います。ただ、町村会において

は 、 市 町 会 と 町 村 会 と 合 同 陳 情 し て 、 今 回 の 県 議 会 の ほ う に は 議 案 と し て 上 げ る と い う こ と に な っ て お り ま す の で 、 恐

ら く そ れ を 受 け て 、 そ の 決 議 、 審 議 の 議 決 を 得 て 、 六 月 補 正 に な ろ う か と 思 い ま す 。 日 本 共 産 党 の 浅 利 議 員 か ら は 反 対

さ れ る と 思 い ま す け れ ど も 、 来 る も の は 受 け て 、 町 活 性 化 の 事 業 等 に 活 用 し た い と 思 っ て お り ま す 。 （ 「 わ か り ま し

た」の声あり）  

○委員長（小野  稔君）  

  ほかにありませんか。浅利君。  

○浅利直志委員  

  私だけが反対するかどうかは六月になってみないとわかりませんけれども。  

  これも民生費の社会福祉費の一目、五十九ページです。桐栄会ケアハウス及び在宅複合施設建設助成金五百万円、これ

は 新 た に 何 か ケ ア ハ ウ ス を つ く る ん で す か 。 そ れ に 対 す る 助 成 で す か 。 今 ま で の や つ の 年 割 り の 五 百 万 円 と い う よ う な

ことなんですか。どちらなんでしょうか。  

○委員長（小野  稔君）  

  福祉課長。  
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○福祉課長（齋藤美津昭君）  

  お答えを申し上げます。  

  これまで五百万円ずつ、平成十二年から平成三十一年まで二十年間計画を予定されております経費でございます。  

  以上です。  

○委員長（小野  稔君）  

  ほかにありませんか。（「なし」の声あり）  

  ないようですので、これから本案を採決いたします。  

  本案について、原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

     〔「異議あり」「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○委員長（小野  稔君）  

  異議がありますので、討論を行います。  

  まず、原案に反対者の発言を許します。浅利君。  

○浅利直志委員  

  詳しくは本会議でやりたいと思いますけれども、平成二十六年度予算は総額七十八億八千五百万円余でありまして、町

民 の 暮 ら し 、 福 祉 や 教 育 、 あ る い は 地 域 の 活 性 化 、 北 分 署 の 建 設 な ど 、 町 民 に つ な が る 予 算 で あ り ま す 。 し か し な が ら 、

今 回 の 最 大 の 特 徴 は 消 費 税 が 五 ％ か ら 八 ％ へ 引 き 上 げ ら れ る と い う 中 で の 最 初 の 藤 崎 町 の 予 算 で あ り ま す 。 公 共 施 設 利

用 料 だ と か 保 育 料 な ど の 引 き 上 げ は 見 送 っ た こ と に つ い て は 評 価 し て い る と こ ろ で あ り ま す け れ ど も 、 上 下 水 道 料 金 の

引 き 上 げ や 、 あ る い は ま た 特 に 給 食 費 の 引 き 上 げ も 行 わ れ ま す 。 私 は 給 食 費 の 引 き 上 げ 、 四 、 五 百 万 円 ほ ど だ と 思 い ま

し た け れ ど も 、 給 食 費 の 値 上 げ を 最 大 限 抑 え る よ う な 措 置 を と る べ き で あ っ た と い う こ と で あ り ま す 。 そ れ か ら 、 格 差

や 貧 困 を さ ら に 追 い 打 ち を か け る と い う こ と が 消 費 税 に ま す ま す 依 存 す る 税 制 と 歳 入 構 造 に な っ て い く と い う こ と に つ
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い て 同 意 で き ま せ ん 。 ま た 、 子 供 の 医 療 費 に つ い て は 、 早 期 に 所 得 制 限 を と る べ き だ と 思 っ て お り ま す の で 、 そ う い う

点で本予算に賛成できません。  

○委員長（小野  稔君）  

  次に、原案に賛成者の発言を許します。清水君。  

○清水孝夫委員  

  平成二十六年度の一般会計予算、総額七十八億八千五百万円に賛成するものであります。  

  理由は、町長の思いでもあります、これから藤崎町を発信していく農産物拠点づくり基本構想委託料、また公共施設の

修繕やら北分署の改築、いろいろございますけれども、常に住民の目線の予算であり、賛成するものであります。  

  以上です。  

○委員長（小野  稔君）  

  ほかに討論はありませんか。（「なし」の声あり）これで討論を終わります。  

  これから本案を採決いたします。この採決は起立によって行います。  

  本案について原案のとおり決することに賛成の方はご起立願います。  

     〔賛成者起立〕  

○委員長（小野  稔君）  

  賛成多数であります。よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。  

  以上で本日の日程は終了しました。  

  本日はこれで散会いたします。  

  ご苦労さまでした。  

     散  会  午後二時六分  
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